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Ⅰ 点検・評価制度の概要 

 

１  目  的 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条第１項により、教育委員会

は、毎年、その権限に属する事務の管理及び執行の状況について点検評価を行い、

その結果に関する報告書を議会に提出するとともに、公表することとされている。 

本宮市教育委員会では、同法の規定に基づき、効果的な教育行政の推進に資す

るとともに、市民への説明責任を果たすため、教育委員会の権限に属する事務の

管理及び執行に係る点検評価（以下「点検評価」という。）を実施するものである。 

 

 

２  対象事業 

本市では、教育基本法第１７条第２項に基づき、市の実情に応じた教育の振興

に関する施策の総合的・計画的な推進を図るため、平成２５年度に「本宮市教育

振興基本計画」（以下「教育振興基本計画」という。）を策定した。 

点検評価の対象事業は、教育振興基本計画の施策体系に基づき、平成２８年度

教育委員会重点施策に位置付けた事業を対象とした。 

 

 

３  実施方法 

点検評価の実施にあたっては、対象事業の実施状況を明らかにするとともに、

今後における課題・改善点を示し、自己評価を行った。 

なお、評価基準については、自己評価による事務事業のランク分けをわかりや

すくするため、Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃの４段階とする見直しを行った。 

 

ランク 評価基準 

Ｓ 
目標を上回って達成した。 

事務事業として計画を上回る成果を挙げた。 

Ａ 
目標のとおり達成した。 

事務事業として計画通りの成果を挙げた。 

Ｂ 
目標をやや下回った。 

事務事業として計画通りの成果が挙がらなかった。 

Ｃ 
目標を大きく下回った。 

事務事業としてほとんど成果が挙がらなかった。 
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４  学識経験者の知見の活用 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条第２項の規定による学識経

験を有する方の知見の活用については、外部の学識経験者で構成する本宮市教育

事務評価委員会を設置し、教育委員会の自己評価及びその評価方法に対する評価

や、今後の教育行政に向けての意見を聴いた。 

 

    ◯本宮市教育事務評価委員会委員 

 委 員 名 関係所属等 

委 員 長 小 澤 悌 一 学校教育関係 

副委員長 佐 藤 カネ子 文化団体連絡協議会 

委  員 小 濱   伸 学校教育関係 

委  員 桜 井 弘 和 社会体育関係 

委  員 渡 辺 喜 浩 保護者代表 

 

 

-2-



事　　業　　名 評　価 課　　等 係

保育所事業 Ａ 幼保学校課 幼保教育係

幼稚園管理運営事業 Ａ 幼保学校課 幼保教育係

幼稚園読書活動推進事業 Ａ 幼保学校課 幼保教育係

ブックスタート事業 Ａ 白沢公民館 社会教育係

保育所入所児健康づくり推進事業 Ａ 幼保学校課 幼保教育係

幼稚園児健康づくり推進事業 Ａ 幼保学校課 幼保教育係

3 一人一人の育ちにあった教育の推進 障がい児保育事業（保育所） Ａ 幼保学校課 幼保教育係

一時保育事業（保育所） Ａ 幼保学校課 幼保教育係

延長保育事業（保育所） Ａ 幼保学校課 幼保教育係

預かり保育事業（幼稚園） Ａ 幼保学校課 幼保教育係

地域子育て支援拠点事業（センター型） S 幼保学校課 幼保教育係

キャリア教育推進事業 S 幼保学校課 学校教育係

体験活動促進事業 Ａ 幼保学校課 学校教育係

小学校読書活動推進事業 B 幼保学校課 学校教育係

中学校読書活動推進事業 B 幼保学校課 学校教育係

小学校文化芸術分野各種大会・交流行事参加事業 Ａ 幼保学校課 学校教育係

中学校文化芸術分野各種大会・交流行事参加事業 Ａ 幼保学校課 学校教育係

スクールソーシャルワーカー配置事業 Ａ 幼保学校課 学校教育係

学校復帰支援事業 Ａ 幼保学校課 学校教育係

2
思考力・判断力・表現力と課題解決
能力の育成

学力向上対策事業 B 幼保学校課 学校教育係

小学校児童健康づくり推進事業 B 幼保学校課 学校教育係

中学校生徒健康づくり推進事業 Ａ 幼保学校課 学校教育係

4
子ども一人一人の障がいの状態や
発達段階に応じた指導の充実

特別支援教育支援員配置事業 B 幼保学校課 学校教育係

小中学校学校教育事業等助成事業 Ａ 幼保学校課 学校教育係

通園通学支援事業 Ａ 幼保学校課 学校教育係

成人教育事業 Ａ 中央公民館 社会教育係

女性教育事業 B 中央公民館 社会教育係

高齢者教育事業 Ａ 中央公民館 社会教育係

市民競技力向上対策事業 Ａ 生涯学習センター 社会体育係

スポーツ推進委員活動事業 Ａ 生涯学習センター 社会体育係

3
「本と友だちになれるまち もとみや」
を目指した活動の推進

しらさわ夢図書館運営事業 Ａ 白沢公民館 社会教育係

青少年健全育成推進大会事業 Ａ 生涯学習センター 社会教育係

放課後子ども教室推進事業 Ａ 生涯学習センター 社会教育係

5
文化や芸術に親しみ活動する機会の
充実

文化芸術行事開催事業 Ａ 生涯学習センター 文化振興係

6 本宮市の歴史と文化の継承と発信 文化財・史跡保存事業 Ａ 生涯学習センター 文化振興係

1 安全な教育施設の整備 学校施設等耐震化推進事業 Ａ 教育総務課 教育施設係

2 安全・安心な教育環境の確保 学校給食放射性物質検査事業 Ａ 幼保学校課 学校教育係

教育委員会運営事業 Ａ 教育総務課 総務係

評価事業　３８事業

Ⅱ　平成２９年度評価対象事業一覧

基本目標 施　　策

1

人権を大切にし、お互いを認め合う
心など共に生きる力の育成

2
体を動かす遊びを通した健やかな体
の育成

人とのかかわりを通した豊かな心の
育成

Ⅲ

1

震災の教訓を踏まえた地域とつなが
る特色ある教育の推進

3

Ⅱ

1

Ⅰ

人とのかかわりを通した豊かな心の
育成

Ⅳ

2

4

5

学校と地域を結ぶ社会教育活動の
充実

共に学び、一人一人が輝く生涯学習
の推進

健康で活力ある人生につながる生涯
スポーツの推進

子どものよ
さや可能性
を広げる学
校教育の充
実

4

未来を創造
し、生きが
いにつなが
る生涯学習
への支援

1

ニーズに応じた地域子育て支援の充
実

心身の健全な成長を目指す教育の
推進

安全で安心
して学べる
教育環境の
確保

子どもの主
体性を育て
る幼児教育
の充実
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Ⅲ  学識経験者の意見 

基本目標Ⅰ  子どもの主体性を育てる幼児教育の充実 

【施策１】人とのかかわりを通した豊かな心の育成 

《意見》 

 保育士（臨時職員）の確保の困難や０歳児の待機児童の発生等課題は抱えているものの、本

市独自の幼保共通カリキュラムによる保育事業を展開、さらに「すこやか子育て相談室」を通

して自宅で子育てしている保護者に対しても子育て支援を行うなど、きめ細やかな子育て支援

は高く評価できる。 

 １０カ月健診の機会を活用したブックスタート事業を中核に据えつつ、３～４カ月健診での

プレブックスタート、さらに１歳６カ月と３歳児健診でも絵本を配付し、ブックスタート事業

の更なる充実を図っていることは評価できる。 

《課題》 

 育児休業中に係る乳幼児数等の情報を関係部署（福祉・保健）との連携により把握し、１０

月１日の基準日における待機児童ゼロを目指して、そのための保育士の確保について努力いた

だきたい。 

 昨年度も指摘したことであるが、対象保護者へのアンケート調査を実施し、ブックスタート

事業の検証を試みる必要がある。 

 

【施策２】体を動かす遊びを通した健やかな体の育成 

《意見》 

 市民や保護者にとって、まだまだ放射線の影響が心配な状況の中、健康安全を配慮し、遊び

を通した各種体力づくりの事業は効果的であったと思われる。この成果を次年度以降も継続し、

健やかな体の育成をさらに推進していただきたい。 

 

【施策３】一人一人の育ちにあった教育の推進 

《意見》 

 保育事業の段階で障がい児保育に取り組むことは、スムーズな就学指導に繋がるものであり

重要である。低年齢のため、障がい児と判断することが難しく、加えて保護者の理解を得るの

も困難といった難しい課題がある中、担当保育士を確保し障がい児保育に取り組んでいること

は評価できる。本年度決算額が昨年度と比して５割程度増えていることからも本市が本事業に

力を入れていることが伺える。 

《課題》 

 「課題・改善点」にもあるように、保健・福祉担当部署やＳＳＷとの連携、さらには専門機関

との連携も図りつつ、該当児童保護者の理解が得られるよう今後も努力されることを期待した

い。 

  

【施策４】ニーズに応じた地域子育て支援の充実 

《意見》 
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  女性の社会進出（就労等）やライフスタイルの変化は、市民の行政に対する子育て支援への

ニーズを多様なものにしている。一時保育、延長保育、預かり保育など、限られた予算と人員

のもとでそれらのニーズに応えようとしている行政側の努力を評価したい。 

  施設に入所・入園していない家庭保育の保護者や子どもを対象にした地域子育て支援拠点事

業は、年々利用者が増加している。その背景には本事業への市民への周知徹底はもとより、魅

力ある事業内容の工夫によって利用者の理解が深まってきたためではないかと思われる。行政

側の努力を高く評価したい。 

《課題》 

  核家族化や少子化は子育てに疲れ悩む保護者を生み出し、それが児童虐待などの社会問題へ

と繋がっていると指摘されている今日、本事業の果たす役割は重要である。地域子育て支援事

業のさらなる充実を目指して努力されることを期待したい。 

 

基本目標Ⅱ  子どものよさや可能性を広げる学校教育の充実 

【施策１】人権を大切にし、お互いを認め合う心など共に生きる力の育成 

《意見》 

 キャリア教育推進事業において、毎年著名人やその道で一流と呼ばれる人たちから様々なこ

とを学ぶ機会を与えたり、本年度は特に「全国へそのまち・子ども交流事業」に小学生を派遣

し同年代の子どもたちとの交流の機会を与えたりするなど、子どもの感性や情操を豊かにし生

きる力の育成への積極的な取り組みは高く評価できる。 

 小・中文化芸術分野各種大会・交流行事参加事業では、各種コンクールへの参加経費や負担

金を支援することで、保護者の負担軽減はもちろん、学校・子どもの積極的な参加意欲にもつ

ながっており、各種コンクールの実績がそのことを物語っている。 

 ＳＳＷ配置事業では、ＳＳＷを市単独の通年雇用とし、子どもが抱える様々な諸問題に対し、

子ども本人はもちろん、保護者や教師に対しても適切にアドバイスできるように配慮しており、

問題解決に大きく寄与していると評価できる。特に、活動実績の中で、諸問題の件数が昨年度

と比して大きく増加していることは問題行動が急増したのではなく、今まで気づかなかった問

題行動が見えてきたためであり、早期問題解決という視点からむしろ望ましいことと言えよう。 

 学校復帰支援事業では、適応指導教室に通う子どもの数が年々増加し、教室への理解が定着

しつつあることが分かる。本年度は７名の生徒が在籍し、うち４名が進学し、２名が学校復帰

を果たすなど確実に成果をあげている。 

《課題》 

 小・中学校読書活動推進事業では、今後は１００％の図書充足率を目指し、そのための財源

確保をお願いしたい。 

学校復帰支援事業においては、「課題・改善点」に記されているように、問題なのは適応教室

に通わずに長期欠席を続けている児童生徒への対応である。保護者・学校・ＳＳＷ及び専門機

関等との連携を密にしながら、根気強く対応していくことが望まれる。 

国内交流派遣事業において、参加できるのが各校１名のみとなっており、今後は多くの小学

生に参加機会を与えていただきたい。 
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【施策２】思考力・判断力・表現力と課題解決能力の育成 

《意見》 

 学力向上対策事業では、諸検査結果を分析し、本市における問題点と課題を明らかにし、そ

の結果をもとに、年２回の学力向上委員会、中学校区ごとの研修会や授業研究会、さらには年

５回の外部講師による研修会を開催し、各学校の学力向上に向けた取り組みを推進している。

その結果、全国標準学力検査では小中学校ともに全国平均を上回り、市総合計画後期目標値（小

学校５４．０、中学校５１．０）と同程度の成果をあげていることは評価できる。 

《課題》 

 学力向上対策事業への自己評価がＢ、チャレンジ学習への参加率が目標値８０％に達してい

ないことがその主な理由である。１０００円の補助があるとはいえ保護者の負担は大きく、特

に貧困家庭については家計に大きな負担になることが予想される。ゆえに、検定にチャレンジ

する子どもの割合を更に向上させるには援助額を上げるなどの予算的配慮が必要である。 

 

【施策３】心身の健全な成長を目指す教育の推進 

《意見》 

 小・中学校ともに市からの補助金を有効に活用し、小学校では「歯科・食育」に関するもの、

中学校では「食育」「性に関する教育・薬物乱用防止」に関する内容が多く取り上げられており、

発達段階に応じた内容を適切に設定している。加えて、昨年度一校あたりの補助金が２万円減

額され、さらなる減額が懸念されたが、本年度従来の２０万円に戻ったことは評価できる。 

《課題》 

 スポーツテストに関しては、小・中学校ともに補助金を活用して実施しており、中学生につ

いては、体力テストの結果が昨年度を上回るなどの成果をあげている。ただ小学生については、

小学１～５年生の体力テストの結果が軒並み下がっているとのことから、その原因をしっかり

分析し、対応が必要と考える。 

  

【施策４】子ども一人一人の障がいの状態や発達段階に応じた指導の充実 

《意見》 

 ＬＤやＡＤＨＤ等の障がいを持つ児童生徒はどの学校にも在籍し、その子どもの保護者の多

くは普通学級での生活を希望する。保護者の気持ちからすれば当然のことである。その結果、

学校（担任）は一人の子どもに大きな労力と時間をかけることを余儀なくされる。本事業はそ

ういう学校にとって大きな助けとなるとともに保護者にとっても安心して我が子を学校に通わ

すことができ本事業の教育的価値は非常に高いと評価できる。加えて、対象児童生徒が増えた

ことで昨年度は１０名の配置であったが本年度は１４名の配置となり、行政の財政負担は昨年

度と比して大きく増額されていることから見ても、行政が本事業を重視していることが理解で

き、高く評価できる。 

《課題》 

 障がいの様相は様々であり一人の支援員が複数の子どもに対応しなければならない場合は要

注意である。ゆえに子どもの障がいに適切に対応できるよう支援員の資質向上を図るとともに、
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できるだけ特別支援教室の有資格者の配置及び支援員の増員・継続雇用をお願いしたい。 

 

【施策５】震災の教訓を踏まえた地域とつながる特色ある教育の推進 

《意見》 

 小・中学校学校教育事業等助成事業では、各学校が交付された補助金を有効に活用し、自校

の実情に即した様々な活動を展開している。学校独自では予算的に実施不可能な活動も、本事

業の補助金のおかげで保護者に負担をかけないで実施でき、様々な体験活動や講演会等を通し

て先人の貴重な話を聞いたり、様々な芸術に触れたりと、子どもの豊かな心の成長に大きく貢

献しているものと評価できる。 

《課題》 

園・学校内で起きる事故に比べ通園通学時の事故は多い。ゆえに、通園通学時の安全対策は

不可欠であり通園通学支援事業は重要である。４千万円弱の財政負担は行政にとって大変であ

ろうが、十分な財源確保を他の事業より優先的にお願いしたい。 

 

基本目標Ⅲ  未来を創造し、生きがいにつながる生涯学習への支援 

【施策１】共に学び、一人一人が輝く生涯学習の推進 

《意見》 

成人・女性・高齢者教育事業では、趣味・趣向が多様化し、かつ個人のレベルで簡単に楽し

める今の時代、魅力ある講座・講師を設定しない限り人は集まらないしそれにはお金がかかる。

だが３つの事業合わせても５０万円そこそこの予算では出来ることが限られる。そういう中で、

成人教育では市民へのアンケート調査や他自治体を参考にしたり、女性教育事業では満足度９

０％を得てリピーターを確保したり、高齢者教育事業でもアンケート調査をもとにした計画立

案により高い満足度を得るなど、苦労しながらも努力していると評価したい。 

《課題》 

本事業の成果は、参加者数の多少ではなく、参加者の事業への満足度である。受講者数を増

やすことは大切であるが、それよりも受講者に受講してよかったと言ってもらえるような内容

に少しでも改善し、それが口コミで広がり仲間が増えていくことを願う。 

生涯学習の重要性に鑑み、成人・女性・高齢者教育事業の継続推進に努めていただきたい。

特に、女性教育事業の受講生の確保、参加者の増加のための魅力ある開設講座の工夫に努めて

いただきたい。 

 

【施策２】健康で活力ある人生につながる生涯スポーツの推進 

《意見》 

市民競技力向上対策事業では、一流選手の指導により競技力と競技意欲向上につながったも

のと評価できる。また、スポーツ推進委員活動事業では、推進委員の協力により各種大会が実

施され、地域スポーツの活性化に寄与したものと評価できる。 

《課題》 

 少ない回数で参加者を確保するにはチーム競技を対象にするのが手っ取り早い。しかし、個
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人競技も重要なスポーツである。予算的な問題はあるがチーム競技のみに偏りの無いよう配慮

し、年２～３回開催されたい。 

専門家を招き指導されている分野もあるが、対象がある程度限定されている感がみられる。

一般市民の方が多く参加できる「ニュースポーツ祭」など検討されたい。 

 

【施策３】「本と友だちになれるまち もとみや」を目指した活動の推進 

《意見》 

 しらさわ夢図書館が幼稚園、保育所、小中学校などと連携されており、各学校への出張おは

なし会やブックトーク開催など読書の魅力を発信し、子供たちへの読書推進に貢献しているも

のと評価できる。 

《課題》 

しらさわ夢図書館運営事業がさらに向上できるよう、出張おはなし会の回数を増やしたり、

また学校司書の今以上の有効活用を図ったりして、児童生徒の読書活動の推進充実をお願いし

たい。 

 

【施策４】学校と地域を結ぶ社会教育活動の充実 

《意見》 

 青少年健全育成推進大会事業では、昨年度に引き続き本年度も「少年の主張」に高校生が参

加したことを評価したい。本事業は、地域をあげて子どもたちの健全育成を図っていくことを

市民みんなで再確認することが大きなねらいであり、市民総ぐるみ運動の一環でもある。３０

０名という多くの参加者のもと開催されたことは評価できる。 

 放課後子ども教室推進事業では、定員の枠を超えた申し込みがあり、参加率が年々向上して

いることからも、本事業が子ども・保護者から一定の評価を得ていることがわかる。そこには、

地域の方々との触れ合いや子どもたちにとって楽しい活動があるからだと思う。遊友クラブ運

営委員会及び本事業を支えるボランティア協力員の努力を評価したい。 

《課題》 

青少年健全育成推進大会へ大学生や若い社会人にも参加してもらい、その考えを小・中学生

に聞かせることも意義があると思われるので、検討いただきたい。 

放課後子ども教室の有用性は言うまでもないので、活動推進員・安全管理員の確保、人材育

成、活動内容の充実を図るとともに、放課後の子どもの安全な居場所として地域の人々と触れ

合うことにより、社会のルール等が身につくことから継続を願う。 

 

【施策５】文化や芸術に親しみ活動する機会の充実 

《意見》 

 音楽、劇、映画、民俗芸能、作品展示、かるた大会など内容が多岐にわたり、個人の興味関

心に応じた参加ができることが本事業の魅力である。このことは、参加者数が一定水準確保で

きていること、参加した市民へのアンケート調査が高い満足度を示していることからも理解で

き、担当者の努力を評価したい。 
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《課題》 

今後も魅力ある企画・運営を工夫し、事業参加者満足度アップにつなげていただきたい。ま

た幼保・小中学校の芸術鑑賞教室の継続により更なる豊かな情操の育成を図っていただきたい。 

 

【施策６】本宮市の歴史と文化の継承と発信 

《課題》 

 文化財、史跡保存・開拓は子どもから大人まで故郷「本宮」への郷土意識が生まれるものと

思われる。より一層のＰＲをお願いしたい。 

 文化財は後世に伝え遺すという目的以外にも貴重な観光資源でもあり、地域振興に寄与して

いる。今後も適切な管理・保存に努め、文化遺産を広く市内外にアピールし、またあわせて周

辺環境を整備し本市発展の起爆剤にしていただきたい。 

 

基本目標Ⅳ  安全で安心して学べる教育環境の確保 

【施策１】安全な教育施設の整備 

《意見》 

 学校施設等耐震化推進事業では、学校施設等の耐震化事業が計画通り着実に進行しており評

価できる。 

《課題》 

 学校施設は、そこで生活する児童生徒のみならず、緊急の避難施設として一般市民にとって

も重要な場所である。西日本豪雨や北海道地震などの大災害を見るに、ただ避難場所であれば

いいということでは済まされないことが浮き彫りになった。停電・断水・通信手段の遮断等、

予期しない事態が起こっている。緊急避難場所としての学校施設はどうあるべきかを問い直す

ことが必要ではないか。 

全国で教育施設の事故等（例、ブロック塀の倒壊による児童の死亡事故）があった場合、同

じような事故が起きないよう市内の教育施設も迅速に緊急点検を行い、また建物以外の施設や

通学路のさらなる安全管理に努めていただきたい。 

 

【施策２】安全・安心な教育環境の確保 

《意見》 

 学校給食放射性物質検査事業では、すべての給食について食材ごと、一食丸ごとの検査を行

い、１０ベクレル未満という厳しい基準での検査は保護者の理解を得るのに十分である。さら

に、市のホームページに結果を公表し保護者の給食に対する安心感につながっており、弁当持

参の家庭がなくなったことがそれを物語っている。 

《課題》 

 本市の学校給食放射性物質検査は、施設ごとの検査体制をとっているが、今後は検査体制の

在り方について検討を加えていく必要がある。検討にあたっては、国・県や他市町村の動向も

注視しながら、市放射線アドバイザーや保護者など様々な意見を聞いて議論していく必要があ

ると思われる。 
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総  括  的  意  見 

 本報告書に示された３８事業が、平成２６年度からスタートした「本宮市教育振興基本計画」

に則り適切に実施されていることを評価する。 

その中でも、以下の２点は本市教育行政の特筆すべき事業として評価できる。 

①充実した「子育て支援」事業 

   様々な事業形態を導入し市民のニーズに応じた多様なサービスを提供している。結果、社

会問題化している待機児童の解消や幼い子どもを抱える保護者世帯への充実した支援など、

大きな成果をあげていること。 

②「本とともだちになれるまち もとみや」をスローガンに掲げ、乳幼児から大人までを対 

象に、その発達段階をふまえながらきめ細やかな読書啓発に取り組んでいること。 

 

 『評価は新たな行動（改善）の始まりでもある。故に、報告書の「成果」や「課題・改善点」

の中に、「昨年度～だったが本年度は～に改善できた、できなかった」といった文言が多く登場

することを期待したい』 

 これはこれまで総括的意見として述べてきたことである。昨年度までこれに対応できた箇所

は見当たらなかったが、本年度の報告書には、数ヶ所昨年度の反省や評価委員会からの指摘を

踏まえての表現が見られたことは前進である。 

 

 少子化に伴い、児童生徒の減少によって生じた空き教室等の学校施設を有効に活用していく

必要がある。 

 

 評価対象３８事業において、随所に人材不足（保育士・特別支援員・ＳＳＷ等）が報告書に

出てくる。特に平成３１年１０月に幼保無償化が実施されれば、保育士の大幅な増員が考えら

れるので、人員の確保、それに伴う財源の確保を早めに準備願いたい。 
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Ⅳ  点検・評価の結果 
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Ⅰ

1

1

○入所児童数
（４月１日現在）

人 人 人 人 人 人
人 人 人 人 人 人 人

人 人 人 人 人
人 人 人 人 人
人 人 人 人 人
人 人 人 人 人 人 人

（３月１日現在）

人 人 人 人 人 人
人 人 人 人 人 人 人

人 人 人 人 人
人 人 人 人 人
人 人 人 人 人
人 人 人 人 人 人 人

○待機児童数
（４月１日基準日）

人 人 人 人 人 人 人

（１０月１日基準日）

人 人 人 人 人 人 人

第１保育所
第２保育所
第３保育所

五百川幼保総合施設

[事業の成果]
　日中、仕事や介護、病気などを理由に子供の面倒を見る事が出来ない保護者（保育に欠ける児童）に対
し、保育所で子供を保育することにより、子育て支援の一助となっている。
　０歳から就学前までの乳幼児を受け入れ、発達の連続性を考慮した「幼保共通カリキュラム」を基に保
育をしている。発達に必要な経験を積み重ねることで、人とかかわる楽しさや大切さに気づいたり、基本
的生活習慣を身に付けることができている。
　また、子どもたちを預かる保育所では、特有の多くのリスクを抱えており、万が一の事故やトラブルが
生じた場合の危機管理体制等について研修を実施し、人材育成と保育の質の向上を図ることを目的とする
職員研修会を計画的に実施した。
　待機児童の発生状況について、国の公表基準日である４月１日現在では発生しなかったが、育児休業満
了による入所申込みが増加し、同じく基準日である１０月１日現在より待機児童が発生した。

12 18 16 20

58
合　　計 22 90 116 137 66 62 493

白沢保育所 5 16 18 19

20 74
五百川幼保総合施設 8 39 51 59 157
第３保育所 11 19 24

24 102
第２保育所 9 18 18 20 19 18 102

４歳児 ５歳児 合計
第１保育所 17 18 20 23

63,644 

[事務事業の活動実績] 一般財源

62,441 

保育所名 ０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児

[目 的] 対象：
(何を・誰を)

就労等により、昼間、児童を保育できない保護者
国庫支出金

105 

      意図：
(事業のねらい、対象
をどう変えるのか)

就労等により昼間、児童を保育できない保護者に代わり、保育所で
保育する。

県支出金

953 

その他

担 当 課 　幼保学校課

[事業概要] 事業費・財源内訳

保護者が就労等により昼間保育することができない就学前の児童を、市内の5か所の保
育所で保育する。

決算額 千円

127,143

財　源

基本目標 　子どもの主体性を育てる幼児教育の充実

基本施策 　人とのかかわりを通した豊かな心の育成

事 業 名 　保育所事業

保育所名 ０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 合計
18 16 20 22 23 99

19 18 103
11 20 24 23 78

12 37 52 59

65

160
白沢保育所 10 16 17 17 60

500

年齢 ０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 合計

合　　計

待機児童数 0 0 0 0

6434 89 112 136

0 00

年齢 ０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 合計
待機児童数 14 1 4 3 0 0 22
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[課題・改善点]
・昨年度に引き続き、保育士（臨時職員）の確保には苦慮している。保育士の養成機関への要請行動や、
地域情報誌への掲載を行った。
・入所希望児童の受け入れは可能な限り行っているが、０歳児に関しては育児休業満了に伴う申し込みが
増加傾向にあり、待機児童が発生している。また、今後の保育需要の伸びに対応するためにも、一時保育
事業の更なる推進及び保育施設整備事業の進捗が重要となってくる。

[自己評価判断理由] 担当課長

　保育需要の増加に伴い、年度途中において待機児童が発生しており、引き続き保育士の
確保に努める必要があり、様々な手法により募集活動を実施している。また、認可保育所
への移行支援も継続し実施している。

自己評価

Ａ
[教育長又は教育部長評価]

  保育ニーズの高まりにより、年度途中で待機児童が発生したが、その解消に向けた保育
士の人材確保に鋭意努力し、待機児童を最小限に抑えることができたことを評価する。
  今後とも待機児童解消のため、保育ニーズを充足する保育施設整備の推進と保育士確保
対策の推進を期待する。
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〔平成30年3月1日現在〕

人
人
人
人
人
人

＊市独自減免額（29年度前期）

＊市独自減免額（29年度後期）

基本目標 　子どもの主体性を育てる幼児教育の充実

基本施策 　人とのかかわりを通した豊かな心の育成

事 業 名 　幼稚園管理運営事業

担 当 課 　幼保学校課

[事業概要] 事業費・財源内訳

教育内容の充実と教育環境の整備に努め、市内５か所で４、５歳児を対象とした幼稚園
を運営する。

決算額 千円
25,630

財　源

[目 的] 対象：
(何を・誰を)

公立の幼稚園児、公立幼稚園
県支出金

88 

      意図：
(事業のねらい、対象
をどう変えるのか)

園児が安心して幼稚園に通い、学べる環境づくりを推進する。

使用料及び手数料

11,653 
その他

770 

[事務事業の活動実績] 一般財源
13,119

○入園児童数
幼稚園名 ４歳児 ５歳児 合　　計

五百川幼保総合施設 55 人 62 人 117
岩根幼稚園 47 人 45 人 92
糠沢幼稚園 13 人 20 人 33
和田幼稚園 11 人 14 人 25
白岩幼稚園 20 人 24 人 44
合　　計 146 人 165 人 311

○幼稚園保育料の減免措置
（上段：園児数、下段：減免額） 単位：人、円

階層区分
減免対象園児

計
第１子 第２子 第３子以降

市民税非課税世帯及び 6 0 0 6
市民税所得割非課税世帯 90,000 0 0 90,000

上記区分以外の世帯
0 9 0 9
0 180,000 0 180,000

9 0 15
90,000 180,000 0 270,000

（上段：園児数、下段：減免額） 単位：人、円

階層区分
減免対象園児

計
第１子 第２子 第３子以降

合 計
6

市民税非課税世帯及び 11 0 0 11
市民税所得割非課税世帯 216,000 0 0 216,000

上記区分以外の世帯
0 8 0 8
0 224,000 0 224,000

合 計
11 8 0 19

216,000 224,000 0 440,000
　低所得者及び、保育所・幼稚園に同時に通所通園する場合の第２子以降がいる世
　帯の保護者の負担軽減を図るため、幼稚園保育料の減免を行った。

　○すこやか子育て相談室
　幼稚園・保育所に通わないで、自宅で子育てをしている保護者の悩みや困りごとに
ついての相談に応じるため、「すこやか子育て相談室」を実施している。

　また、通常の保育状況を参観し、子育ての参考にしてもらう保育参観や、季節の行
事へ参加を呼びかけ、幼稚園・保育所へ通わない世帯への支援を行った。

[事業の成果]
　４、５歳児の就学前までの幼児を受け入れ、「幼保共通カリキュラム」に基づき、幼児の個性や発達段
階を考慮しながら教育・保育を実践している。また、幼稚園生活を通して、生きる力の基礎となる心情・
意欲・態度を育成し、スムーズな就学移行が図られた。
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[課題・改善点]
・昨年度に引き続き、幼稚園教諭（臨時職員）の確保には苦慮している。幼稚園教諭の養成機関への要請
行動や、地域情報誌への掲載を行った。
・市内５か所の幼稚園は、生活環境及び地域性の違いから、園児数に差が生じており、五百川幼保総合施
設以外は、少子化等の影響もあり、入園者が年々減少傾向にある。

[自己評価判断理由] 担当課長
　市内５か所の幼稚園における園児数の差が生じているが、園児が安心して通い学べる
環境づくりのため、本市独自の共通カリキュラムによる保育により、適切な保育ができ
ている。

自己評価

Ａ [教育長又は教育部長評価]
  本市独自の幼保共通カリキュラムにより、幼稚園での生活を通した幼児教育が適切に
行われている。また、子育て支援事業として、プレ幼稚園や育児相談の対応など、サー
ビスの充実が図られている。

-16-



Ⅰ

1

3

五百川幼保総合施設 ２１冊
岩根幼稚園 １８冊
糠沢幼稚園 ２１冊
和田幼稚園 ２１冊
白岩幼稚園 ２０冊

基本目標 　子どもの主体性を育てる幼児教育の充実

基本施策 　人とのかかわりを通した豊かな心の育成

事 業 名 　幼稚園読書活動推進事業

担 当 課 　幼保学校課

[事業概要] 事業費・財源内訳

幼稚園児に絵本の読み聞かせや貸し出しを行い、お話の世界にたくさん触れさせるな
ど、読書習慣の形成を支援する。

決算額 千円

124
財　源

[目 的] 対象：
(何を・誰を)

市立幼稚園の園児
一般財源

124

      意図：
(事業のねらい、対象
をどう変えるのか)

読書に対する興味を深め読書習慣を身につけることにより、日常生活
に必要な知識や幅広い想像力を高めるとともに、豊かな感性を養う。

[事務事業の活動実績]

　幼稚園児に絵本の読み聞かせを行うなど、授業で活用した。

幼稚園名 購入冊数

[事業の成果]
　読み聞かせや、定期的な貸し出しを行うことにより、読書に対する興味を深め読書習慣を身につけ、日
常生活に必要な知識や幅広い想像力を高めるとともに、豊かな感性を養えた。また、保護者からは週末の
絵本貸出により、子どもが本に興味を持ち、読み聞かせをする機会が増えるので大変良いと好評である。

[課題・改善点]
　年次計画により、図書の更新を図っているが、司書と連携しながら、優良な図書の選定を行う。

[自己評価判断理由] 担当課長
 図書の購入は、毎年一定数を更新することができていること、また、学校司書の指導
により読書指導が充実してきており、読書習慣が着実に身についていると推測される。自己評価

Ａ [教育長又は教育部長評価]
　本宮市子ども読書活動推進計画基本方針１「子どもが読書に親しむ機会の提供と充
実」に基づき、読書環境の充実とともに、日常的な読み聞かせと週末の定期的貸し出し
を継続することで、次世代を担う心豊かで創造性あふれる人材育成に寄与したと評価す
る。
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　・１０か月検診に合わせて、毎月１回実施した。○ １０か月健診に合わせて、毎月１回実施した。

基本目標 　子どもの主体性を育てる幼児教育の充実

基本施策 　人とのかかわりを通した豊かな心の育成

事 業 名 　ブックスタート事業

担 当 課 　生涯学習センター（白沢公民館）

[事業概要] 事業費・財源内訳

１０か月健診の際に、親子に対して読み聞かせを行い、読書活動啓蒙のために2冊の絵
本とパンフレット（バッグ付き）のプレゼントを実施する。

決算額 千円
814

財　源

[目 的] 対象：
(何を・誰を)

１０か月児・保護者
一般財源

814 

      意図：
(事業のねらい、対象
をどう変えるのか)

子どもが乳児期から絵本による語りかけを行い、子供の発達に合わせ
た本との関わりを持たせる。保護者に対しては、成長に合わせた読書
の必要性の理解を図る。

[事務事業の活動実績]

開催日 人数（人） 会場
　４月２０日（木） 21

えぽか

　５月１１日（木） 20
　６月２２日（木） 22
　７月２７日（木） 20
　８月１０日（木） 25
　９月２８日（木） 26
１０月２６日（木） 21
１１月　９日（木） 15
１２月２１日（木） 10
　１月２５日（木） 21
　２月２２日（木） 19
　３月１５日（木） 13

合計 233

[事業の成果]
　当該事業を本宮市では合併当初から実施しており、全国的には1,741団体のうち1,029団体が実施してい
る（2018年7月31日現在 NPOブックスタート調べ ）。事業の結果、親子の絆が深まり、喜びが感じられる
子育てにつながるものと思われる。また、図書館の利用機会増加への効果も期待できる。
　関連事業として、子育て初期の親子の絆の形成や情緒安定のため、３～４か月児健診でプレブックス
タートを実施した。また、ブックスタート後のフォローアップとして、１歳６か月児健診及び３歳児健診
で読み聞かせを行い、３歳児健診では絵本配布を実施した。

[課題・改善点]
　若者の読書離れが進んでいると言われているが、ブックスタート事業は、読書のきっかけとなる事業で
あるため、引き続き本事業を展開する必要がある。

[自己評価判断理由] 担当課長
　本事業は、合併当時から実施している取り組みであり、子どもに読み聞かせをする良
い機会となっている。また、親が子どもに対する読書の重要性を認識する機会となり、
子どもの読書習慣につながることが期待できる。

自己評価

Ａ [教育長又は教育部長評価]
  乳児期の絵本の読み聞かせの重要性を保護者が理解し、親子で本に親しむ機会や習慣
化の醸成に寄与する事業として定着している。
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○活動内容

[事業の成果]
　放射線などの影響を心配する保護者の不安を考慮し、屋内活動の充実を目的としてきたが、放射線の心
配も徐々に少なくなり、屋外の活動も実施しており、通常保育でも有効である遊びを通した体力づくりを
実施することができた。

[課題・改善点]
　健康増進のための運動については、今後も指導者が、事業実施により習得した技術を生かし幼児の健康
増進に寄与できるよう事業を展開していく。

もとみや幼児の家
・園庭に野菜や花を植え、育て食べることにより、食への関心を深めることが出来た。
・人形劇団を招聘し、親子で楽しみながら心の豊かさを育むことが出来た。

どんぐり保育園 ・運動用に平均台を購入し、体を動かすことで健康づくりを図った。

光明保育園 ・キッズヨガの講師を招聘し、音楽に合わせて楽しく運動を行う事が出来た。

五百川幼保
総合施設

・親子体操教室を開催し、親子一緒に体を動かす楽しさを体験し体力向上に対する意識付
けを行う事が出来た。
・親子体操教室を基に体操教室を実施し、全身を使う表現遊びを通じて体を動かす事への
楽しさを養うことが出来た。

白沢保育所
・食育講座を行い清涼飲料水等の砂糖の多さや、様々な食品添加物が体に与える影響を学
び、食への関心を深めることが出来た。
・親子わらべ歌教室を開催し、親子で触れ合うわらべ歌を体験出来た。

私立保育所 主な活動

第１保育所
・食育に関するお話会を開催し、絵本、紙芝居、歌等を通し身近な野菜等への興味関心を
持つことが出来た。
・親子体操教室を開催し、それぞれ発達段階に運動を行い、親子の触れ合いを図った。

第２保育所
・親子運動遊びを行い、基礎的運動遊びや、家庭にある物で出来る運動遊びを行う事が出
来た。
・食育講座を行い食べる事の大切さや、体の健康について興味を持つことが出来た。

第３保育所
・体操教室を実施し、楽しく体を動かし体力づくりを行う事が出来た。
・水泳教室を実施し、水に慣れ活発に遊ぶことで体力づくりが出来た。

[事務事業の活動実績]

　学校健康づくり推進事業補助金をＰＴＡ団体に一律50,000円を交付し、豊かな心と確
かな体力づくり活動の支援を行った。

公立保育所 主な活動

[目 的] 対象：
(何を・誰を)

公立・私立保育所幼児
県支出金

400

      意図：
(事業のねらい、対象
をどう変えるのか)

楽しく運動し健康増進を図る。

担 当 課 　幼保学校課

[事業概要] 事業費・財源内訳

体験的活動を通し、豊かな心と健全な体を育むための特色を生かした健康づくり活動を
行う。

決算額 千円
400

財　源

基本目標 　子どもの主体性を育てる幼児教育の充実

基本施策 　体を動かす遊びを通した健やかな体の育成

事 業 名 　保育所入所児健康づくり推進事業
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自己評価  保育所入所児の運動機会の充実を図るため実施している事業であり、各施設が工夫を凝
らし事業を実施している。

Ａ
[教育長又は教育部長評価]

  本事業により、各施設で工夫を凝らした様々な運動や食育事業が行われ、幼児の健や
かな成長と健康づくりに寄与していることを評価する。

[自己評価判断理由] 担当課長

-20-



Ⅰ

2

2

基本目標 　子どもの主体性を育てる幼児教育の充実

基本施策 　体を動かす遊びを通した健やかな体の育成

事 業 名 　幼稚園児健康づくり推進事業

担 当 課 　幼保学校課

[事業概要] 事業費・財源内訳

体験的活動を通し、豊かな心と健全な身体を育むための特色を生かした健康づくり活動
を支援する。

決算額 千円

300

財　源

[目 的] 対象：
(何を・誰を)

公立・私立幼稚園児
県支出金

300

      意図：
(事業のねらい、対象
をどう変えるのか)

楽しく運動し健康づくりを行う。

[事務事業の活動実績]

　学校健康づくり推進事業補助金を幼稚園ＰＴＡ団体に一律50,000円を交付し、豊かな
心と確かな体力づくり活動の支援を行った。

○活動内容
公立幼稚園名 主な活動内容

五百川幼保
総合施設

・親子体操教室を開催し、体を動かす楽しさと体力の向上を図る事が出来た。
・親子体操教室の経験を基に、園児のみでの体操教室を実施し進んで体を動かす意欲を養
う事が出来た。

岩根幼稚園

・食育講座を開催し、身近な野菜への興味関心をもち、楽しみながら食事への大切さを学
ぶことが出来た。
・親子体操教室を開催し、体を使って親子のふれあいを図ることで、体を動かす事への関
心を深めることが出来た。

糠沢幼稚園

・歯磨き教室を開催し、自ら歯磨きに取り組む姿を家庭に知らせ、歯磨きの大切さを啓蒙
することが出来た。
・親子体操教室を開催し、ルールのある遊びを行い友達と関わりながら運動する楽しさを
体験できた。

和田幼稚園
・水泳教室を開催し、泳ぐことへの関心を高め、意欲的に取り組む事への動機づけを図る
事が出来た。
・わらべ歌教室を開催した事で、楽しんで身体を動かす機会が増えた。

白岩幼稚園
・わらべ歌教室を開催し、保護者と一緒に歌ったり等で楽しんで身体を動かすことができ
た。
・体操教室を実施し、身体を動かすことの楽しさを味わう事ができた。

私立幼稚園名 主な活動内容

本宮幼稚園
・健康増進のため、歯磨き指導を受けたことにより、歯科衛生の重要さと正しい歯磨きを
学ぶことができた。
・健康増進のため内科検診を実施した。

[事業の成果]
　放射線などの影響を心配する保護者の不安を考慮し、屋内活動の充実を目的としてきたが、放射線の心
配も徐々に少なくなり、屋外の活動も実施しており、通常保育でも有効である遊びを通した体力づくりを
実施することができた。
　また、発達の段階に合わせた体を使った運動から歯の重要性の啓発等、健康づくりができた。

[課題・改善点]
　健康増進のための運動については、今後も指導者が事業実施により習得した技術を生かし、園児の健康
増進に寄与できるよう事業を展開していく。
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[自己評価判断理由] 担当課長
　幼稚園児の運動機会の充実を図るため実施している事業であり、各施設が工夫を凝ら
し事業を実施している。自己評価

Ａ [教育長又は教育部長評価]

  本事業により、各施設で工夫を凝らした様々な運動や食育事業が行われ、幼児の健やか
な成長と健康づくりに寄与していることを評価する。
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○障がい児保育児童（実人数）

基本目標 　子どもの主体性を育てる幼児教育の充実

基本施策 　一人一人の育ちにあった教育の推進

事 業 名 　障がい児保育事業（保育所）

担 当 課 　幼保学校課

[事業概要] 事業費・財源内訳

　発達障がい児等を受け入れ、児童の心身の発達に合わせた保育援助を行う。
決算額 千円

15,488
財　源

[目 的] 対象：
(何を・誰を)

就労等により家庭で十分保育することができない、集団保育可能な就
学前の障がい児の保護者

その他
40 

      意図：
(事業のねらい、対象
をどう変えるのか)

障がい児担当の保育士を配置し、障がいの程度に見合った保育を行う
ことで、障がい児の心身の発達を促し、保護者の育児不安解消や負担
軽減を図る。

一般財源
15,448 

[事務事業の活動実績]

　担当保育士を配置し、障がいの程度に見合った保育を行い、保護者との連携を図り、
障がい児保育を行った。

施設名 第１保育所 第２保育所 第３保育所 合計
人数 4 2 1

五百川幼保 白沢保育所

　対象年齢が低年齢であり、入所の段階で障がい児と判断するのが非常に難しいのが現状である。また、
心身の発達も途上であるため、児童の状況等について保護者の理解を得るのが難しく苦慮しているため、
より一層の保護者との連携が必要である。
　さらには、保健担当部署、福祉担当部署及びＳＳＷとの連携も密にしながら、入所児童への適切なサ
ポート体制を図ると共に、就学時においては適切な支援と保護者の不安解消に引き続き努めていく必要が
ある。
  担当保育士の配置については、依然として保育士不足が喫緊の課題であり、適切な人員配置ができてい
ないのが現状である。

[自己評価判断理由] 担当課長
　障がい児を支援する担当保育士（支援員）を可能な限りの人数を各施設に配置し、支
援員と保育士の連携により、発達段階に応じた個々の支援を行うことができた。また、
スムーズな就学へとつなぐため、関係機関や保護者との連絡調整ができた。自己評価

Ａ [教育長又は教育部長評価]
  健常児と障がい児を同時に受け入れ、インクルーシブ教育の理念に沿った集団保育を
行うことができた。また、就学への移行もスムーズに行われたと評価する。

3 0 10

[事業の成果]
  障がい児を支援するため障がいの程度に見合った保育を行っている。また、保護者との連携を深めなが
ら、育児不安の解消や負担軽減に努めている。

[課題・改善点]
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○一時保育利用児童（延人数）

  女性の社会進出や核家族化の進展、また待機児童となった家庭での本事業に対する
ニーズが高くなっている中、受け入れ環境を整え、前年度よりも多くの利用実績となっ
ていることは、子育て支援の充実に寄与できたものと評価する。

　一時保育利用者数の推移は前年度と比較し、約500名の増加傾向にある。要因としては、保育所需要の
増加により待機児童の発生が一時保育の利用増加につながっている考えられる。今後さらに保護者ニーズ
を注視しながら、待機児童対応の一つとしても、一時保育事業の継続を図っていく。

[自己評価判断理由] 担当課長
 保育需要のニーズの増大に伴い、様々な保護者の理由による受け入れ先として十分な
体制をとることができている。一時保育については、五百川幼保総合施設にある子育て
支援センターへ集約し実施し、緊急的利用者の受入も対応可能となっており、十分な成
果があげられたと考えられる。

自己評価

Ａ
[教育長又は教育部長評価]

合計 1,732

[事業の成果]
　仕事、休養及び疾病などの理由により、家庭においての保育が一時的に困難となった乳児又は幼児を対
象に一時保育事業を実施している。受入施設は、五百川幼保総合施設　子育て支援センター内の１施設に
集約している。
　なお、一時保育事業は、多様なニーズに対応した保育を実施し保護者の負担軽減に繋がっている。ま
た、集団生活の経験が少ない幼児が集団生活に参加することにより、人とかかわる楽しさなど発達に必要
な経験を得るための機会を提供することができた。

[課題・改善点]

　２月 170
　３月 180

１２月 170
　１月 160

１０月 156
１１月 179

　８月 106
　９月 132

　６月 126
　７月 125

　４月 119
　５月 109

1,700 

[事務事業の活動実績] 一般財源

485

　5か所の市立保育所のうち1施設（五百川幼保総合施設　地域子育て支援センター）に
おいて、一時保育を実施した。

月
五百川幼保総合施設

（地域子育て支援センター）

[目 的] 対象：
(何を・誰を)

一時的に家庭保育が困難となる就学前児童の保護者
国庫支出金

581 

      意図：
(事業のねらい、対象
をどう変えるのか)

保護者の勤務形態、傷病、出産等により一時的に家庭での保育が困
難となる児童を、一時的に保育所で預かることにより、保護者の子
育てを支援する。

県支出金

581 

その他

担 当 課 　幼保学校課

[事業概要] 事業費・財源内訳

保護者の勤務形態、傷病、出産等により一時的に家庭での保育が困難となる児童につい
て一時的に保育所で預かる。

決算額 千円

3,347

財　源

基本目標 　子どもの主体性を育てる幼児教育の充実

基本施策 　ニーズに応じた地域子育て支援の充実

事 業 名 　一時保育事業（保育所）
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○延長保育延べ登録児童数

基本目標 　子どもの主体性を育てる幼児教育の充実

基本施策 　ニーズに応じた地域子育て支援の充実

事 業 名 　延長保育事業（保育所）

担 当 課 　幼保学校課

[事業概要] 事業費・財源内訳

　保護者の就労形態の多様化に伴い、保育時間の延長を希望する保護者に対して延長保
育を実施する。

決算額 千円

28,089
財　源

[目 的] 対象：
(何を・誰を)

家庭で十分保育することができない就学前の児童の保護者
その他

2,112 

      意図：
(事業のねらい、対象
をどう変えるのか)

保育士を配置して延長保育を実施することで、保護者が安心して就労
できるようにする。

一般財源

25,977 

[事務事業の活動実績]

５か所の市立保育所において、午後７時まで延長保育を実施した。

817人

[事業の成果]
　保護者の就労形態の多様化に対応するため、保護者の勤務状況に応じて、午前７時からの早朝保育及び
午後６時から７時までの延長保育を実施し、保護者が安心して子育てができる環境を提供し、ニーズに対
応した子育て支援が図られている。

[課題・改善点]
　特段の課題・改善点は無いが、延長保育事業のさらなる推進を図りながら、きめ細かい子育て支援サー
ビスの充実に努めていく。

[自己評価判断理由] 担当課長
 保育需要のニーズの増大に伴い、様々な保護者の理由による受け入れ先として十分な
体制をとることができている。自己評価

Ａ [教育長又は教育部長評価]
  就労環境の多様化及び女性の社会参画が進む中、長時間保育のニーズが年々高まりを見せ
ており、延長保育により幼児と保護者の安心に寄与できたと評価する。
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・通常保育後～午後６時

・午後６時～午後７時

基本目標 　子どもの主体性を育てる幼児教育の充実

基本施策 　ニーズに応じた地域子育て支援の充実

事 業 名 　預かり保育事業（幼稚園）

担 当 課 　幼保学校課

[事業概要] 事業費・財源内訳

幼稚園の教育課程に係る教育時間終了後に在園児を保育する。
決算額 千円

31,414
財　源

[目 的] 対象：
(何を・誰を)

在園児及び保護者
国庫支出金

5,507 

      意図：
(事業のねらい、対象
をどう変えるのか)

通常保育より延長した保育により更なる幼児教育の推進及び、家庭で
の育児が困難な世帯に対し子育ての支援を行う。

県支出金
5,660 

使用料及び手数料

12,360 

[事務事業の活動実績] その他
1,413 

一般財源

○実施状況 6,474 

幼稚園名 登録園児数 利用延べ園児数 保育時間
五百川幼保総合施設 67 人 13,249 人 【基本利用】
岩根幼稚園 51 人 9,907 人
糠沢幼稚園 16 人 2,964 人 （土曜日・長期休業期間

和田幼稚園 10 人 2,209 人 　は午前７時～午後６時）

白岩幼稚園 21 人 4,144 人 【延長利用】
合　　計 165 人 32,473 人

[事業の成果]
　幼稚園の教育時間（午後１時）を越え、保育に欠ける要件を有する園児を預かっている。
　保育所と同様の子育て支援を実施することにより、保護者ニーズへの対応と就労支援が図られている。

[課題・改善点]
　依然として保育士不足が課題であり、預かり保育担当の保育士（臨時職員）の確保には苦慮している状
況である。

[自己評価判断理由] 担当課長
 保育ニーズの増大に伴い、様々な保護者の理由による受け入れ先として十分な体制をと
ることができている。預かり保育については、保育士の確保に苦慮しているが、今年度
は利用者の要望に対応することができた。

自己評価

Ａ [教育長又は教育部長評価]
  保育所の延長保育と同様に、保護者ニーズに対応した子育て環境の充実に寄与できた
と評価する。預かり保育担当の職員確保については、保育所も同じ課題を抱えている
が、引き続き人材確保に努めていく必要がある。
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子育て支援センター月別利用人数

242
173
75
149
134
83

131
238
228
139
137
159

基本目標 　子どもの主体性を育てる幼児教育の充実

基本施策 　ニーズに応じた地域子育て支援の充実

事 業 名 　地域子育て支援拠点事業（センター型）

担 当 課 　幼保学校課

[事業概要] 事業費・財源内訳

子育て世帯がつどう場を設け、子育て世帯の交流、子育て等に関する相談、援助、地域
の子育て関連情報の提供などを行う。

決算額 千円
3,452

財　源

[目 的] 対象：
(何を・誰を)

施設入所、入園していない子育て世帯
国庫支出金

1,274 

      意図：
(事業のねらい、対象
をどう変えるのか)

子育て世帯の悩みや不安を解消する。
県支出金

1,274 
その他

88 

[事務事業の活動実績] 一般財源
816

月 保護者数 幼児数 合計
（人）

　４月 61 70
　５月 117 121
　６月 103 125
　７月 61 78
　８月 58 79
　９月 71 88
１０月 106 136
１１月 75 98
１２月 34 41
　１月 64 85
　２月 58 76
　３月 37 46
合計 845 1,043

[事業の成果]
　就園前の乳幼児を対象に「プレ幼稚園」や「子育て相談」を実施し、保護者の子育てに対する悩みや不
安の解消が図られている。
　また、平日のセンター解放日や各イベントは、多くの子育て世代の交流機会となっており、家庭保育を
行っている保護者の負担軽減及びリフレッシュの場となっており好評を得ている。さらに、保育経験の豊
富な保育士が担当していることから、質の高い保育及び子育て支援が提供されている。

[課題・改善点]

1,888

　利用者が年々増加している状況にあり、子育て支援センターの事業継続が必要である。

[自己評価判断理由] 担当課長

　家庭保育を行っている保護者に、子育ての情報発信や悩み等を相談する場を提供し、
子育て支援や不安を解消することができた。利用者も年々増加（前年比126％）してお
り、センター利用の認識も広がっている。

自己評価

Ｓ
[教育長又は教育部長評価]

  子育て支援センター事業が子育て世代に浸透し、年々利用者が増加しており、気軽に
利用できる施設として保護者の不安解消に寄与したものと評価する。
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（１）保育所・幼稚園・小学校・中学校
・基本的な生活習慣の育成として「あいさつ運動」の定着化を図った。

（２）小学校５年生・中学校２年生

（３）全国へそのまち・こども交流事業

開催日時：平成２９年７月２９日～３１日
会場地　：沖縄県宜野座村
参加児童：小学６年生７名（各校１名）

[事業の成果]
　サッカー協会の「夢の教室」では、招聘した講師それぞれの、今に至るまでの体験談等が傾聴でき、児
童生徒の将来への夢や職業を思い描くための一助とすることができた。
　また、全国へそのまち協議会主催のこども交流事業では、加盟自治体から参加した多くの児童と有意義
な交流ができた。

[課題・改善点]
　「夢の教室」は、児童生徒等にとってより有意義で魅力ある内容にするため事業を継続していきたい。
  子ども交流事業については、今年度より始めた事業であるが、今後も小学生を派遣する事業を継続して
いきたい。

[自己評価判断理由] 担当課長
　トップアスリートによる「夢の教室」の授業を開催し、将来の夢や職業への希望と、
あきらめない強い意志をもつこと、挫折を乗り越えることの大切さなどを伝えることが
できた。また、長年の課題であった小学生の国内派遣事業が実施できた。

自己評価

Ｓ [教育長又は教育部長評価]
  あいさつ運動の定着化により、児童生徒の基本的生活習慣が醸成されている。また、
夢の教室は、夢を持つことの大切さや夢に向かって努力することの大切さなど、児童生
徒の心に響く授業が行われ、好評を得ていることを評価する。

・全国へそのまち協議会設立２０周年記念事業（全国へそのまち・こども交流事業）
に、小学生を派遣し異なる風土や文化を学び、児童の自己育成を図った。

[事務事業の活動実績]

・日本サッカー協会事業によるスポーツ選手等を招聘し、夢や挫折、目標を学ぶ教室
を開催した。

日　時　： 平成２９年１０月３１日～平成３０年２月２６日　　延べ２１クラス

[目 的] 対象：
(何を・誰を)

市内小中学校児童生徒
県支出金

3,346 

      意図：
(事業のねらい、対象
をどう変えるのか)

児童生徒が将来への夢や職業を思い描き、その実現に向けて努力する
ことができるようにする。

担 当 課 　幼保学校課

[事業概要] 事業費・財源内訳

　児童、生徒が自らの将来像を考え、勤労観を養う等の取組みを行うため、講演等を行
う。全国へそのまち・こども交流事業に小学生を派遣した。

決算額 千円
3,346

財　源

基本目標 　子どものよさや可能性を広げる学校教育の充実

基本施策 　人権を大切にし、お互いを認め合う心など共に生きる力の育成

事 業 名 　キャリア教育推進事業
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○スキー体験教室
実施期間：平成３０年１月～２月
対象：小学３年生～６年生
実施場所：あだたら高原スキー場

○元気キッズサポーター派遣事業（福島県事業）
事業の目的及び内容

東京電力第一原子力発電所の事故に伴う屋外活動制限や避難生活の影響により、多様な動きを
体得していない子ども達について、保育所、幼稚園保育や放課後児童クラブ等での遊びの提供、
小学校体育の授業等で学級担任と連携したT・T授業を行うことにより体力向上を図る。

事業実施期間：平成29年8月1日～平成30年3月31日
指導者 1名
派遣実績

指導内容
体育授業指導補助等
ダンス運動等
ダンス運動等
なわとび運動指導等

指導人数
22,506人

275人
197人
956人

23,934人
放課後児童クラブ

合計

派遣回数
127回
10回
9回

25回
171回

基本目標 　子どものよさや可能性を広げる学校教育の充実

基本施策 　人権を大切にし、お互いを認め合う心など共に生きる力の育成

事 業 名 　体験活動促進事業

担 当 課 　幼保学校課

[事業概要] 事業費・財源内訳

○スキー体験教室の実施
決算額 千円

11,442
財　源

[目 的] 対象：
(何を・誰を)

児童
県支出金

11,442 

      意図：
(事業のねらい、対象
をどう変えるのか)

屋外運動の機会を創出し、放射線を気にすることで生じるストレ
スや運動不足を解消する。

[事務事業の活動実績]

・屋外運動機会が減る冬場に、スキー体験教室を開催し、震災により屋外運動の機会が
減っている児童にその機会を提供した。

[事業の成果]

校種
小学校
幼稚園
保育所

・スキー体験教室実施の機会を設け、各学校の実施計画により実施し、冬場の屋外運動機会を創出し運動
不足解消や、ストレス解消の一助とすることができた。
・福島県の元気キッズサポーター派遣事業を活用し、低年齢児からの運動能力習得を図った。

[課題・改善点]
スキー体験教室については、今後も事業継続のための財源確保に努めたい。

[自己評価判断理由] 担当課長
　県の補助事業として、屋外での運動が制限される冬期間にスキー体験教室や、保育所
や幼稚園、小学校等への指導員の派遣し、幼児・児童の運動機会の増加につながった。自己評価

Ａ [教育長又は教育部長評価]
  スキー体験教室を継続的に実施することにより、冬季間における児童の体力向上と心
身のリフレッシュに寄与した。また、元気キッズサポーターの派遣により、特に就学前
から小学校低学年の運動能力の向上に成果が見られた。
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●学校図書整備状況

7730
8701
4732
5583
4870
3328
4780

（平成30年3月31日現在）
● 学校図書貸出状況

　図書の充足率は約９割超となった。今後も新刊等の購入を継続し充足率の向上を図っていく。また、図書の
選定は、本に接する機会を増やすため学校図書館司書と連携し学校の現状に応じた十分な検討を継続して行う
必要がある。本の貸出しについても学校図書館司書と連携し、更なる図書館図書利用促進を図っていく必要が
ある。

[事業の成果]
　図書館ネットワークシステムの活用によりスムーズな貸出業務が行われた。
　しらさわ夢図書館事業のドリーム文庫の貸出や、出張おはなし会、ブックトークを併用し、本に接し親しむ
機会を設け利用拡大を図った。
　また、学校図書館司書が２名体制で、市立図書館と連携し、貸出、照会等、図書館業務の充実を図った。

[課題・改善点]

白岩小 3,507

岩根小 5,584
糠沢小 2,537
和田小 2,752

本宮小 5,688
本宮まゆみ小 6,199

五百川小 6,781

白岩小 280 65 5,754

学校名 貸出冊数

糠沢小 70 1 5,225
和田小 201 21 4,111

五百川小 160 0 5,711
岩根小 298 100 6,846

本宮小 291 30 8,078
本宮まゆみ小 154 3 9,589

[事務事業の活動実績]

学校名 図書購入等冊数 廃棄冊数 図書館保有冊数

[目 的] 対象：
(何を・誰を)

小学校児童
その他

140 

      意図：
(事業のねらい、対象
をどう変えるのか)

読書に対する興味を深め読書習慣を身につけることにより、日常生活に
必要な知識や幅広い想像力を高めるとともに、豊かな感性を養う。

一般財源

1,227 

担 当 課 　幼保学校課

[事業概要] 事業費・財源内訳

学校図書館における学習活動を充実するため、図書を購入する。
決算額 千円

1,367

財　源

基本目標 　子どものよさや可能性を広げる学校教育の充実

基本施策 　人権を大切にし、お互いを認め合う心など共に生きる力の育成

事 業 名 　小学校読書活動推進事業
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[自己評価判断理由] 担当課長
　毎年計画的に図書を購入し、児童へ読書活動に寄与できた。また、読書習慣と豊かな感性
を養うため、図書館司書による読み聞かせや本の紹介をしており、本に興味を持たせること
ができ、貸し出し件数も増加傾向にあるが、充足率が10割に達していないため前年度に引き
続き「Ｂ」評価とした。

自己評価

Ｂ
[教育長又は教育部長評価]

  学校図書館司書による読書環境の整備が進み、各学校における図書貸出冊数が年々増加し
ているが、図書充足率を満たしていないため、Ｂ評価はやむを得ない。
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●学校図書整備状況

（平成30年3月31日現在）

● 学校図書貸出状況

[事業の成果]
　図書館ネットワークシステムの活用によりスムーズな貸出業務が行われた。
　しらさわ夢図書館事業の、ドリーム文庫の貸出を併用し本に接し親しむ機会を設け利用拡大を図った。
  また、学校図書館司書が２名体制で、市立図書館と連携し、貸出、照会等、図書館業務の充実を図っ
た。

[課題・改善点]
  図書の充足率は約８割となった。今後も新刊等の購入を継続し充足率の向上を図っていく。また、図書
の選定は本に接する機会を増やすため、学校図書館司書と連携し学校の現状に応じた十分な検討を継続し
て行う必要がある。また、本の貸出しについても学校図書館司書と連携し、更なる図書館図書利用促進を
図っていく必要がある。

[自己評価判断理由] 担当課長
　毎年計画的に図書を購入し、生徒へ読書活動に寄与できた。また、読書習慣と豊かな
感性を養うため、図書館司書による読書指導や本の紹介をしており、本に興味を持たせ
ることができ、貸し出し件数も増加傾向にあるが、充足率が10割に達していないため
「Ｂ」評価とした。

自己評価

Ｂ [教育長又は教育部長評価]

本宮第一中学校 838
本宮第二中学校 1,852
白沢中学校 577

白沢中学校 485 0 5,420

学校名 貸出冊数

本宮第一中学校 293 973 10,029
本宮第二中学校 200 0 7,400

[事務事業の活動実績]

学校名 図書購入等冊数 廃棄冊数 図書館保有冊数

[目 的] 対象：
(何を・誰を)

中学校生徒
その他

71 

      意図：
(事業のねらい、対象
をどう変えるのか)

読書に対する興味を深め読書習慣を身につけることにより、日常生活
に必要な知識や幅広い想像力を高めるとともに、豊かな感性を養う。

一般財源
5,348

事業費・財源内訳

学校図書館における学習活動を充実するため、図書を購入する。
学校図書館司書の活用により、効果的な学校図書館運営を図る。

決算額 千円
5,419

財　源

  学校図書館司書による読書環境の整備が進み、各学校における図書貸出冊数が年々増加して
いるが、図書充足率を満たしていないため、Ｂ評価はやむを得ない。

基本目標 　子どものよさや可能性を広げる学校教育の充実

基本施策 　人権を大切にし、お互いを認め合う心など共に生きる力の育成

事 業 名 　中学校読書活動推進事業

担 当 課 　幼保学校課

[事業概要]
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●音楽コンクール
　①安達地区小中学校音楽祭

【第１部合唱】（8月23日：二本松市民会館）
・本宮小学校　　　：金賞
・本宮まゆみ小学校：金賞
・五百川小学校　　：銀賞
・岩根小学校　　　：銀賞

　②安達地区小中学校音楽祭
【第２部合奏】（9月14日：二本松市民会館）
・和田小学校　　　：金賞
・白岩小学校　　　：銀賞

●福島県算数ジュニアオリンピック
・本宮小学校　６年生　銀メダル

●各種出展
　①ＦＣＴ児童画展

・和田小学校　６年生　福島市教育委員会教育長賞
　②福島県小学校児童画展

・和田小学校　３年　特賞

基本目標 　子どものよさや可能性を広げる学校教育の充実

基本施策 　人権を大切にし、お互いを認め合う心など共に生きる力の育成

事 業 名 　小学校文化芸術分野各種大会・交流行事参加事業

担 当 課 　幼保学校課

[事業概要] 事業費・財源内訳

安達地方音楽コンクール・県小学校音楽祭等への参加や、各種文集コンクール等へ作品
の出品を行う。

決算額 千円
1,536

財　源

[目 的] 対象：
(何を・誰を)

小学校児童
一般財源

1,536 

      意図：
(事業のねらい、対象
をどう変えるのか)

文化活動を通して情感あふれる表現や鑑賞の基礎となる力を身につけ
る。

[自己評価判断理由] 担当課長

[事務事業の活動実績]

　安達地方音楽コンクール等への参加に係る諸経費や負担金の支援を行った。

　保護者の負担軽減を図り、文化芸術等の各種大会に積極的に参加できるよう経費等の
支援を要求どおり実施することができた。自己評価

Ａ [教育長又は教育部長評価]
  各小学校とも積極的に各種大会に参加し活躍できたことは、児童の文化意識の高揚や
心の成長につながるものであり評価に値する。

[主な参加実績]

[事業の成果]
　各学校の積極的な参加により優秀な成績を収めることができた。

[課題・改善点]
　各学校の特色を活かすことのできる支援体制を継続する。
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　①福島県吹奏楽コンクール県北支部大会（7月15・16日：福島市音楽堂）
・本宮第一中学校：金賞
・本宮第二中学校：銅賞
・白沢中学校　　：金賞

　②福島県吹奏楽コンクール県大会（7/29・8/5：県内各会場）
・本宮第一中学校：銀賞
・白沢中学校　　：銅賞

　③安達地区小中学校音楽祭
【第1部合唱】(8月23日：二本松市民会館）
・本宮第二中学校：奨励賞
・白沢中学校　　：奨励賞
【第2部合奏】(9月14日：二本松市民会館）
・本宮第一中学校：金賞
・本宮第二中学校：銀賞
・白沢中学校　　：銀賞

　④福島県アンサンブルコンテスト県北支部大会（12月9・10日：福島市音楽堂）
・本宮第一中学校：銀賞（２団体）

●英語弁論大会
　①安達支部英語弁論大会（8月29日：二本松市安達文化ホール）

・本宮第一中学校（４名）：暗唱の部・金賞1名、銀賞1名　創作の部・金賞1名、銀賞1名　
　Ｓｋｉｔの部・銀賞

・本宮第二中学校（１名）：暗唱の部・金賞1名　
・白沢中学校（４名） ：暗唱の部・金賞1名　創作の部・金賞1名　Ｓｋｉｔの部・3位

●各種出展・コンテスト
　①中学生の「税についての作文」コンクール

・本宮第一中学校　３年　東北地区納税貯蓄組合連合会会長賞
・白沢中学校　２年　福島県納税貯蓄連合会会長賞

　②全国中学校人権作文コンテスト福島県大会
・白沢中学校　３年　優秀賞

基本目標 　子どものよさや可能性を広げる学校教育の充実

基本施策 　人権を大切にし、お互いを認め合う心など共に生きる力の育成

事 業 名 　中学校文化芸術分野各種大会・交流行事参加事業

担 当 課 　幼保学校課

[事業概要] 事業費・財源内訳

安達地方音楽コンクール・県音楽コンクール等への参加や、中学校英語弁論大会への
参加、各種文集コンクール等への出品を行う。

決算額 千円

1,254

財　源

[目 的] 対象：
(何を・誰を)

中学校生徒
一般財源

1,254 

      意図：
(事業のねらい、対象
をどう変えるのか)

文化活動を通して情感あふれる表現や鑑賞の基礎となる力を身につ
ける。

[事務事業の活動実績]

　安達地方音楽コンクールや文集コンクールへの参加に係る諸経費や負担金の支援を
行った。

[主な参加実績]
●音楽コンクール等

[事業の成果]
　各学校の積極的な参加により優秀な成績を収めることができた。

[課題・改善点]
　各学校の特色を活かすことのできる支援体制を継続する。
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[自己評価判断理由] 担当課長
　保護者の負担軽減を図り、文化芸術等の各種大会に積極的に参加できるよう経費等
の支援を要求どおり実施することができた。自己評価

Ａ [教育長又は教育部長評価]
　各中学校が各種大会に積極的に参加し、それぞれに優秀な成績を収め活躍すること
ができたことを評価する。
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●相談業務

＜項目説明＞
○諸問題（複数該当）

長期欠席…30日以上の欠席者のほか、登校しぶり、別室登校など含む。
暴力行為…自傷他傷を含む。
貧困　　…経済的困難さが諸問題にも影響を及ぼすもの。
障がい　…知的・身体・情緒：発達・学習などの障害及びその疑いを含む。
震災関係…避難家庭及び震災の影響により諸問題に影響を及ぼしたことが明確なもの。
その他1 …いじめ以外の友人関係、教職員との関係、非行などを含む。

○現状
課題解決…一定程度安定して学校等での生活を送ることができ、主訴であった課題の解決が図れたもの。
経過良好…支援は継続しているものの、家庭、学校、関係機関等の尽力により、課題解決に向けた取り組みが

　順調に行われているもの。
支援途中…支援を継続し、家庭、学校、関係機関等との協働をさらに図っていく必要があるもの。
その他2 …卒業や転居により、支援が中断せざるを得ないもの。

○校種別
就学前　…市内外の公立私立幼稚園・保育所・療育機関に通う幼児。
その他3 …施設入所及び卒業後の生徒。

基本目標 　子どものよさや可能性を広げる学校教育の充実

基本施策 　人権を大切にし、お互いを認め合う心など共に生きる力の育成

事 業 名 　スクールソーシャルワーカー配置事業

担 当 課 　幼保学校課

[事業概要] 事業費・財源内訳

  中学校学区に２名のスクールソーシャルワーカー（SSW）を配置し、不登校やいじめ、
暴力行為など子どもの深刻な問題行動や虐待、育児放棄及び経済的な困窮家庭などの保
護者や子どもに対し、専門的な見地から学校と関係機関の仲介、個々の状況に応じた相
談、助言を行う。

決算額 千円
8,804

財　源
国庫支出金

[目 的] 対象：
(何を・誰を)

小中学校児童生徒、保護者、教職員
8,544 

その他

      意図：
(事業のねらい、対象
をどう変えるのか)

児童生徒や保護者には、スクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）によ
り悩みや不安、ストレスなどを和らげ、心の安定を図る。また、教員
に関してはＳＳＷの専門的なコンサルテーションにより問題解決の糸
口を共に探る。

22 
一般財源

238

[事務事業の活動実績]
　教育委員会に専門知識を持つSSWを配置し、市内各幼稚園・保育所・小学校・中学校を
巡回し、不登校・いじめなどを含めた児童生徒等が抱える課題解決に資した。

諸問題
計

養育環境 長期欠席 いじめ 暴力行為 貧困 障がい 震災関係 その他1
191 30 11 15 42 152 13 242 696

現状
計

課題解決 経過良好 支援途中 その他2
32 157 164 74 427

校種別
計

就学前 小学校 中学校 その他3
42 297 88 0 427

養育環境…児童虐待、家族の情緒不安定､家庭内不和､DV､多子世帯、ハイリスク家庭など含む。
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●にじいろひろば活動状況
長期休暇中においても継続的に支援が必要と感じられる子どもたちに、居場所を設け、切れ目のない支援

を行い、新学期をスムーズに迎えられるよう「にじいろひろば」を開設する。
〔夏休み〕

参加者 52名（実人数）
プログラム内容　 全６回

押し花で遊ぼう・クラフト工房（工作）・米粉でクッキング・ラジオを作ろう
動物や畑に親しもう・MOTOMIYAオリンピック・にじいろカフェ（保護者対象）

アンケート結果　 次年度参加意向
児童生徒　55％（参加したい）　40％（来年になったら考えたい）
保護者　100％（「参加したい」＋「都合がつけば参加したい」）

〔冬休み〕
参加者 42名（実人数）
プログラム内容　 全３回

Kふぁーむ（冬の農場体験）・米粉であったか（中華まん作り）
あけましてキンボール・にじいろカフェ（保護者対象）

アンケート結果　 次年度参加意向
児童生徒　63％（参加したい）　29％（来年になったら考えたい）
保護者　94％（「参加したい」＋「都合がつけば参加したい」）

[自己評価判断理由] 担当課長
　市単独でＳＳＷの通年雇用は、県内でも先進的な取り組みである。児童生徒や保護者
の抱えるさまざまな問題の解決に向けて個々に応じた支援しており、相談件数も増加し
ており課題解決の一助となっている。また、長期休業中の居場所づくり事業「にじいろ
広場」も好評である。

自己評価

Ａ [教育長又は教育部長評価]
　児童・生徒が抱える問題は多岐にわたり年々増加しており、保護者や教職員の関わり
だけでは解決できない場合も多い。個々のケースに応じて、傾聴し、寄り添い、最適な
関係機関へつなぐＳＳＷの業務成果は評価に値する。

[事業の成果]
　勤務形態である市教育委員会配置・巡回型を継続し、専門性や役割（社会福祉士／従来対応。震災対応）を活か
した活動の充実を図った。特に、直接子ども・家庭・教員を支援するだけでなく、生徒指導協議会及び校内ケース会
議への参加や校内支援体制の確立、長期休暇中の居場所作り(にじいろ広場）などの実践を行った。
　教職員、児童生徒と保護者と関わる中で、信頼関係がより強固になり、課題・問題を関係者間で共通認識し、関係
機関と連携を図りながら、多角的な支援につなげることができた。
　早期発見・早期療育及び啓発・予防の視点から、就学相談を適切に行った。これにより、就学後に起こりうるであろ
う問題に未然に対応し、また、実際の支援についてもより円滑に進められるようにした。

[課題・改善点]
　相談案件の複雑化や、関係者の異動（教職員）に伴う相談支援体制の確立を、継続し図っていく必要がある。
　支援を必要とする児童生徒等の個々の案件は多種多様であり、潜在化、及び長期化することも危惧されるため、今
後も支援方法等について検討する機会をより多く設け、関係各機関と共に連携できる体制を継続していきたい。
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プログラム内容

○対象児童生徒数 ７名
○開催回数 １１０日
○復帰人数
○その他支援状況

基本目標 　子どものよさや可能性を広げる学校教育の充実

基本施策 　人権を大切にし、お互いを認め合う心など共に生きる力の育成

事 業 名 　学校復帰支援事業

担 当 課 　幼保学校課

[事業概要] 事業費・財源内訳

　さまざまな理由で登校できない児童生徒に対して、学習指導や自立活動を支援するこ
とにより、生活や学習に取り組む態度や意欲を高めることを目的とする。支援方法とし
て「適応指導教室」を開催する。また、Ｑ－Ｕテストを年２回実施し、学校生活意欲や
学級満足度から諸問題の早期発見・諸問題解決を図る。

決算額 千円
3,905

財　源
一般財源

3,905 

[目 的] 対象：
(何を・誰を)

登校ができない児童生徒

      意図：
(事業のねらい、対象
をどう変えるのか)

心に悩みを持ち登校が困難な児童生徒について、適応指導やカウンセ
リング、学力補充などの支援を行い、個に応じたの学校復帰を図る。

[事務事業の活動実績]

・４月中旬から３月中旬まで、月、水、金の週３日、午前１０時～午後２時の開催。
・主に午前は自主学習、午後は諸活動として美術、スポーツや調理実習などを実施。
・教室での活動のほかに課外活動にも力を入れ、自然、郷土学習にも積極的に取り組んだ。
・火、木はできる限り登校に繋げられるよう、学校や家庭と共に働きかけを行った。

・卒業（進学）４名　・学校復帰（部分登校含む）２名
・にじいろ通信（※たより）を月１回発行し、家庭並びに学校に配付することで、活動
　内容をより具体的に紹介することができた。
・各生徒の担任や校長などが、教室を自由に訪れることで、生徒の所属感を維持した。
・月毎に各生徒の出欠状況、学習や活動状況を各学校へ報告した。 
・定期的に指導主事及びスクールソーシャルワーカー(ＳＳＷ)と 打合せを行い、 情報
  交換を行った。
・ＳＳＷが児童生徒に応じて、家庭訪問や保護者等との面談を行うことで、保護者との
　連携を深めた。

・各小中学校の全学級を対象に実施し、学級内の子どもたちの学校生活意欲や学級満足
　度を把握し、諸問題の未然防止・早期発見・諸問題解決を図る。検査結果について、
各学校内で改善についての方策、対応を検討し、学級経営に活かしている。

[事業の成果]

Ｑ－Ｕテストの実施（年２回）

　学校への訪問や保護者との教育相談などを通して、通級生に対するよりよい関わり方や、周囲の理解を
深めていくことができた。
　指導員２名体制で運営し、それぞれの得意分野を活かした幅を持たせた関わり・支援を実施し、個々の
ニーズに合わせた学習支援・体験活動・精神的ケアを行ない、児童生徒の意識向上を図ることができた。
  対象の中学３年生全員を卒業後進学につなげることができた。

[課題・改善点]
　本事業は、適応教室への参加を通して、長期欠席者が学校復帰できるようになることを目標にしてい
る。しかし、児童生徒によって学校復帰への道のりは様々で、より個に応じた支援が必要になる。また、
まだ「適応教室」につながっていない長期欠席児童生徒に対しても、学校や家庭と連携を図りながら、学
習支援や自立支援、生活支援を促していく方法を継続して検討していく必要がある。

[自己評価判断理由] 担当課長
　登校が困難な児童生徒に対する復帰支援として、卒業や高校進学への支援ができてい
る。自己評価

Ａ [教育長又は教育部長評価]
　長期欠席児童生徒が抱える心の悩みはそれぞれにあるが、将来への希望にもつながる
復帰プログラムとしての本事業は、その実績からも評価に値する。
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[主な活動]

[事業の成果]

　平成２９年度全国標準学力検査ＮＲＴの偏差値平均では、小・中学校とも全国平均を上回った。
　チャレンジ学習奨励補助事業については、利用者数は、昨年度より増え、全体の６割を超える児童
生徒が利用し、児童生徒の学力向上の一助となった。
　教員の日々の授業力向上が学力向上に不可欠であることから、全教職員を対象に、年５回研修を実
施し教職員の授業力と資質の向上を図った。

[課題・改善点]
　市第１次総合計画（2009年～2018年）後期目標偏差値は小学校５４．０、中学校５１．０である。今
回、全体の平均値は目標値と同程度であるが、アンダーアーチ－バーにおいて小学校は約６％、中学校は
約１４％となっており、学力の底上げを図る継続的な取組が必要である。
　チャレンジ学習奨励補助事業については、受験率６０％から、さらに受験者数が増加するよう導きた
い。

48% 76% 79%
合計 2,629 1,139 303 175 1,617

1,207 83% 87% -
中学校 935 205 30 175 410

補助利用者数 補助利用者数 漢字検定 算数・数学検定 英語検定

小学校 1,694 934 273 -

・漢字検定、算数・数学検定、英語検定受験希望者に、一人1,000円を上限に受験料補助を
行い児童生徒の学力向上対策の一助とした。

○チャレンジ学習奨励補助事業利用実績

児童生徒数
漢字検定 算数・数学検定 英語検定

合計
合格率

補助利用者数

・本宮市学力向上委員会を２度（５月．２月）計画し、その間は中学校区毎に随時研修会や
授業研究会等を開き、授業力向上に努めた。
　また、５回にわたって外部講師を招聘し、教職員を対象とした授業力向上に向けた研修会
を開催し学力向上を図るための有効な手だてなどについて研究・協議を行った。年度末に
は、各種検査結果を受けて明らかとなった成果と課題から、次年度に取り組むべき方向性に
ついて各学校へ提案することが出来た。

[事務事業の活動実績]

　調査を実施し、調査結果を分析し、個々の学習状況に応じて学力向上に寄与した。

[目 的] 対象：
(何を・誰を)

小中学校児童生徒
一般財源

5,411 

      意図：
(事業のねらい、対象
をどう変えるのか)

学力検査及び知能検査等の調査及び、漢字、算数・数学、英語検定
料の補助を実施し、本市児童、生徒の基礎学力の向上を図る。

担 当 課 　幼保学校課

[事業概要] 事業費・財源内訳

　診断的学力検査、学年別知能検査、学習適応性検査を実施し、各校の特色に応じた学
力向上プランを実践する。チャレンジ学習奨励補助事業として、漢字、算数・数学、英
語検定受験補助を行い学力向上対策を図る。

決算額 千円

5,411

財　源

基本目標 　子どものよさや可能性を広げる学校教育の充実

基本施策 　思考力・判断力・表現力と課題解決能力の育成

事 業 名 　学力向上対策事業
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  教職員を対象とした授業力向上の研修会開催や、各学校での学力向上のための取り組
みが全体的な学力向上につながり、総合計画における目標値を達成できた。
  しかし、チャレンジ学習として奨励している漢字検定や英語検定、算数・数学検定へ
の児童生徒参加率が全体の６割程度であったことを踏まえると、Ｂ評価はやむを得な
い。

[自己評価判断理由] 担当課長
　学力向上の目標偏差値は達成しているが、チャレンジ学習は受験者数が前年度より増
加しているものの、目標値（80％）にもう少しの状況にあるためＢ評価とした。自己評価

Ｂ
[教育長又は教育部長評価]
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白岩小学校
・加湿器を購入し、インフルエンザ等の感染抑止を図った。
・体力づくりのため、朝マラソン実施に関わる物品や、バドミントン
セット等を購入し、児童が楽しみながら運動に取り組む事が出来た。

岩根小学校

・体力づくりのため、校内マラソン、校内なわとび記録会を行う事で、
体力向上につなげることが出来た。
・歯科教室を通して、歯磨きタイムを実施したことで歯科衛生に関する
興味関心を深めることが出来た。

糠沢小学校

・歯科衛生教材と保健衛生の補充を行い、学校の衛生環境の改善を図る
事が出来た。
・体力テストを実施し、児童が自己の体力や運動能力について深い関心
を持つことが出来た。

和田小学校

・食育講座を開催し、食の重要性と、健康への関わりについて学ぶこと
が出来た。
・歯磨教室を開催し、歯の染め出しを体験する事で、歯の健康への関心
を深めることが出来た。

本宮小学校

・歯科健康教室を開催し、一生自分の歯で食事を楽しみ健康維持が出来
る事を学んだ。
・スポーツテスト結果を基に、スポーツ用品を購入し、体力・運動能力
の向上を図った。

本宮まゆみ小学校

・歯磨き教室を開催し、むし歯予防のための歯磨きの方法を分かり易く
学ぶことが出来た。
・マラソン・なわとび活動を推進し、楽しみながら意欲的に運動するこ
とを学んだ。

五百川小学校

・スポーツテストを実施し、児童の体力や運動能力の実態を把握し、体
育事業の見直しを図る事が出来た。
・歯磨き教室を実施し、丈夫な歯をつくることへの意識を高めることが
出来た。

[事務事業の活動実績]

　学校健康づくり推進事業補助金を小学校ＰＴＡ団体に一律200,000円を交付し、豊か
な心と確かな体力づくり活動の支援を行った。

学校名 主　な　事　業　内　容

[目 的] 対象：
(何を・誰を)

小学校児童
県支出金

1,400

      意図：
(事業のねらい、対象
をどう変えるのか)

正しい生活習慣を身につけ、体力の向上を図る。

担 当 課 　幼保学校課

[事業概要] 事業費・財源内訳

体験的活動や豊かな心と確かな学力を育む学力の創造など、学校の特色を生かした健
康づくり活動を支援する。

決算額 千円

1,400

財　源

基本目標 　子どものよさや可能性を広げる学校教育の充実

基本施策 　心身の健全な成長を目指す教育の推進

事 業 名 　小学校児童健康づくり推進事業
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　男子女子とも小学６年生の成績が良く、南達陸上競技大会や水泳大会へ向けての取組みの成果が現れ
ている。一方、小学１～５年生の体力合計点が軒並み下がっているので、各校ごとの改善策を講じてい
くことが必要である。

[自己評価判断理由] 担当課長
　学校の実態に即した健康教育事業の開催や体力増進のための教材を購入している。
体力テストの結果は、全体的には下がっている傾向にあるので、今後の推移を注視す
る必要がある。

自己評価

Ｂ [教育長又は教育部長評価]
  本事業の継続実施により、児童の体力向上や健康づくりに成果が見られるが、体力
テストの結果はいまだ上昇傾向にないため、各学校の更なる取り組みが必要である。

[事業の成果]
　健康に関する各種教室の開催、また、全学校で実施したスポーツテストの結果を踏まえた基礎体力作
りに関する教材の購入等、学校の特色を活かした健康づくり活動を支援できた。

[課題・改善点]
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　学校の実態に即した事業、健康教育事業の開催や体力増進のための教材を購入してい
る。体力テストの結果では、全体的には昨年を上回る結果となり、事業効果が表れてい
る。

自己評価

Ａ [教育長又は教育部長評価]
　毎年度、継続的に取り組んできた結果、生徒の心身の健康に資する基礎は整ってきて
いる。各校とも工夫を凝らした事業展開がされており評価する。

[事業の成果]
　健康啓蒙に関する教室の開催、体力づくりに関する教材の購入を行い学校の特色を活かした健康づくり
活動を支援できた。

[課題・改善点]
　体力テストの全体の結果を見ると、昨年度と比べ改善がみられる結果であり、部活動指導の成果が現れ
ている。特に中学３年生男子は、全国と比較しても高いレベルにある。

[自己評価判断理由] 担当課長

本宮第一中学校

・体力測定値をデータ化し、生徒毎のデータを把握し、体力向上と健康
増進を進めることが出来た。
・思春期教室、薬物乱用防止教室、学校保健委員会を開催し、教員と生
徒で心身の健康について正しい知識を学ぶことが出来た。

本宮第二中学校
・体育用品の補充を行い、体力向上と食育指導に活用した。
・スポーツテストを実施し、結果を運動能力向上の指導に生かすことが
出来た。

白沢中学校

・性に関する講演会を各学年毎に実施し、健全な心の育成を図る事が出
来た。
・体力づくりや生涯スポーツ奨励の目的で、体育用品を購入し授業に活
用する事ができた。

[事務事業の活動実績]

　学校健康づくり推進事業補助金を中学校ＰＴＡ団体に一律200,000円を交付し、豊かな
心と確かな体力づくり活動の支援を行った。

学校名 主　な　事　業　内　容

[目 的] 対象：
(何を・誰を)

中学校生徒
県支出金

600

      意図：
(事業のねらい、対象
をどう変えるのか)

正しい生活習慣を身につけ、体力の向上を図る。

担 当 課 　幼保学校課

[事業概要] 事業費・財源内訳

体験的活動や豊かな心と確かな学力を育む学力の創造など、学校の特色を生かした健康
づくり活動を支援する。

決算額 千円
600

財　源

基本目標 　子どものよさや可能性を広げる学校教育の充実

基本施策 　心身の健全な成長を目指す教育の推進

事 業 名 　中学校生徒健康づくり推進事業
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　支援が必要な障がい等のある児童生徒に対して、発達や実態を踏まえた個々にあった
支援を行い、対象児童生徒は通常の教育活動へ参加をすることができた。対象児童生徒
は年々増加する傾向にあり、引き続き支援員の増員を進めていきたい。自己評価

Ｂ [教育長又は教育部長評価]
  市単独事業として特別支援教育支援員１４名を配置し、個々の特性に応じた支援を
行ってきたが、対象児童生徒は増加傾向にあり、各学校のニーズに応じた支援員の配置
は十分とは言えない状況である。

本宮小
2

配置

[事業の成果]
　障害等のある児童生徒に対して、適切に「特別支援教育支援員」を配置して、発達や実情を踏まえた、
個々にあった支援を行なうことができた。

[課題・改善点]
　インクルーシブ教育を推進するにあたり、障がい等のある子どもが、十分に教育を受けられるための合理的な配慮
及びその基礎となる環境整備をしていく必要がある。
  限られた人数で、複雑で多種に及ぶ案件に対応するため、人材配置については、増員を含め今後も充分な検討
が必要である。

[自己評価判断理由] 担当課長

2 1
白岩小 本宮一中本宮二中

2 1 2 1 1 2

[事務事業の活動実績]

　発達障がい、情緒障がい及び肢体不自由児童生徒への生活支援のため、一部を除く
小中学校に特別支援教育支援員を１４名配置した。

本宮まゆみ小 五百川小 岩根小 糠沢小 和田小

[目 的] 対象：
(何を・誰を)

市内小中学校に在籍する障がいのある児童生徒
その他

54 

      意図：
(事業のねらい、対象
をどう変えるのか)

多動傾向等にある児童生徒や集団生活に馴染めない児童等の特別な教
育的支援を必要とする児童生徒が、在籍校における生活、学習等様々
な教育活動へ参加できるよう適切な対応を図る。

一般財源
22,962 

担 当 課 　幼保学校課

[事業概要] 事業費・財源内訳

通常の学級に在籍しながらも特別な教育的支援を必要とするLD、ADHD等の障がいをもっ
た児童生徒に対し、一人ひとりのニーズに適切に対応するため支援員を配置する。

決算額 千円
23,016

財　源

基本目標 　子どものよさや可能性を広げる学校教育の充実

基本施策 　子ども一人一人の障がいの状態や発達段階に応じた指導の充実

事 業 名 　特別支援教育支援員配置事業
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基本目標 　子どものよさや可能性を広げる学校教育の充実

基本施策 　震災の教訓を踏まえた地域とつながる特色ある教育の推進

事 業 名 　小中学校学校教育事業等助成事業

担 当 課 　幼保学校課

[事業概要] 事業費・財源内訳

各学校の特色を生かした学習活動を実施する小中学校ＰＴＡ団体に対し、助成金を交付
する。

決算額 千円
6,226

財　源

[目 的] 対象：
(何を・誰を)

小中学校児童生徒、小中学校ＰＴＡ団体
一般財源

6,226 

      意図：
(事業のねらい、対象
をどう変えるのか)

地域の特性を生かした体験的活動や、豊かな心と確かな学力を育む学
習を展開し、児童生徒の健全で豊かな能力の向上を図る。

[事務事業の活動実績]
　各小中学校ＰＴＡ団体に対し、小中学校教育事業等補助金を交付した。

学校名 補助金額（円） 主　な　事　業　内　容

本宮小学校 401,000

・芸術（演劇）鑑賞教室を開催し、本物の芸術に触れる事で
豊かな人間性を育む事が出来た。
・体験学習、校外活動の補助により自然体験等を実施し、団
体行動を通じて公衆道徳について学ぶことが出来た。

本宮まゆみ小学校 346,000

・花壇用の肥料などを購入し、校舎内外の環境美化を通じ
て、豊かな人間性を育む事が出来た。
・各教科で使用する授業用消耗品を整備し授業の充実を図
り、一人一人の学習意欲を高めることが出来た。

五百川小学校 309,000

・校外学習を実施し社会科学習の充実を図る事が出来た。
・鼓笛隊編成にあたり、外部講師を招聘し実技指導を受ける
事で、鼓笛活動への意欲と自信を高めることが出来た。

岩根小学校 444,000

・見学学習等の体験学習を行い、児童の知識や理解、思考力
を高めることが出来た。
・各教科で使用する授業用消耗品の充実を図り、児童が授業
に興味関心を持って取り組む事が出来た。

糠沢小学校 223,000

・体験学習、校外活動の経費補助を行い、多様な社会体験を
することが出来た。
・芸術鑑賞教室（演劇）を通じて、児童が等しく芸術につい
て造詣を深めることが出来た。

和田小学校 156,000
・芸術鑑賞教室（演劇）を通じて、深い関心を持ち豊かな人
間性を育む事ができた。
・体験学習参加の補助により、充実した活動が出来た。

白岩小学校 230,000

・学力向上対策として、国語・算数科の教材を購入し授業の
活性化を図る事が出来た。
・体験学習で社会科見学への補助を行い、充実した活動が出
来た。

本宮第一中学校 1,648,000

・部活動用具等を補充し、スポーツ及び文化的な活動への取
り組みへの充実を図った。
・キャリア教育事業では、大学教授を講師に講演会を行い、
生徒の将来に向けて方向性を見出す一助となった。
・芸術鑑賞教室事業では、演劇鑑賞を実施し本物の芸術に触
れる機会を得た。

本宮第二中学校 1,330,000

・部活動に係る用具等の購入や修繕を行い、充実を図った。
・芸術鑑賞教室事業では、古典落語を鑑賞し豊かな人間性を
育むことが出来た。
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白沢中学校 1,138,866

・部活動用具の補充等を行い、各部活動の充実をはかり、心と体
を鍛える生徒の達成が出来た。
・キャリア教育事業では、考古学博士を講師に講演会を開催し、
生徒の将来の進路決定や学校生活に関して一助を得た。
・芸術鑑賞教室事業では、音楽鑑賞を行いプロの技術に直接触れ
る喜びを体験することが出来た。

[事業の成果]
　学校や地域の特性を生かした体験活動や講演会、芸術鑑賞教室など、豊かな心と確かな学力を育む学習
活動の展開により、児童生徒の健全で豊かな能力の向上を図ることができた。
　各学校、特色を生かした事業に取り組んでおり、児童生徒に対する指導も充実したものとなっている。

[課題・改善点]
　ＰＴＡ会員にも広く事業の目的及び成果を報告し、学校とＰＴＡが情報を共有しながら事業を継続して
いきたい。本事業を継続することで、各学校の教育事業を推進し、教育目標実現のための重要な事業とし
て位置付けられる。

[自己評価判断理由] 担当課長
　各校それぞれの特色を生かした事業が展開できるよう補助金を交付した結果、教育目
標実現のため、文化・スポーツ振興などあらゆる分野の教育事業を実施しており、児童
生徒に対する学習支援と学習指導が充実したものとなった。

自己評価

Ａ [教育長又は教育部長評価]
  本事業は、各学校のニーズに即した多様な活用が可能であり、教育活動の充実が図ら
れていることを評価する。
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●ヘルメット支給状況

●通園通学バス距離別利用者数

基本目標 　子どものよさや可能性を広げる学校教育の充実

基本施策 　震災の教訓を踏まえた地域とつながる特色ある教育の推進

事 業 名 　通園通学支援事業

担 当 課 　幼保学校課

[事業概要] 事業費・財源内訳

通園通学については、幼稚園は保護者の送迎、小学校は集団登校、中学校は徒歩又は自
転車を基本とするが、通園通学に支援が必要な児童等に対する安全確保と負担の軽減を
図る。

決算額 千円
39,200

[目 的] 対象：
(何を・誰を)

通園通学の片道が概ね２キロメートル以上の園児・児童・生徒
財　源

使用料及び手数料

      意図：
(事業のねらい、対象
をどう変えるのか)

自転車通学者へのヘルメットの支給と通園通学バスの運行
4,254 

その他
6 

一般財源

[事務事業の活動実績] 34,940 

学校名 支給数
本宮第二中学校 １１４個
白沢中学校 ７４個

区分
距　　離

合計
２ｋｍ未満 ２ｋｍ以上４ｋｍ未満 ４ｋｍ以上６ｋｍ未満 ６ｋｍ以上

小学校 ９人 １１０人 １９人 ０人 １３８人
中学校 ０人 ５７人 ３４人 １５人 １０６人
合計 ９人 １６７人 ５３人 １５人 ２４４人

[事業の成果]
　通学に支援が必要な児童生徒に対する安全確保と負担の軽減を図った。

[課題・改善点]
　委託業者で運行計画に基づき適正に運行している。今後も運行体制やコース等を再検討し、通園通学の
安全を確保しながらいかにコストを抑え本事業を継続していくかが課題である。

[自己評価判断理由] 担当課長
　地域の見守りの目が届かない白沢地区における支援の必要な児童生徒に対し、継続し
て通園通学バスを運行した。安全が確保され、保護者の安心と負担軽減が図られた。ま
た、自転車通学生徒に対しヘルメットの支給を行い、安全な通学の一助とした。

自己評価

Ａ [教育長又は教育部長評価]
　目的に沿った事業が展開され、児童生徒の安全確保が図られたと評価する。
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　（中央公民館）

　（白沢公民館）

文化財講座 ６月～11月 ８回 38人 0人 103人

絵本よみきかせセラピー １月～２月 ４回 13人 0人 47人

合　　計 121人 6人 386人
あじろおりのマフラー １月～２月 ２回 10人 0人 20人
手作りのお香袋 11月 １回 11人 0人 11人
絵本に出てくるお菓子づくり 12月 １回 12人 6人 18人
魚のおろし方 11月 ２回 15人 0人 30人
大人のための国語教室 ２月 ３回 11人 0人 31人
パソコン講座「エクセル入門編」 １月 ５回 5人 0人 24人
夏のポンチョ ７月 ２回 7人 0人 14人
タブレット・スマホ入門 ５月 １回 16人 0人 16人
蘭の花を咲かせましょう ６月～３月 ４回 28人 0人 91人
パソコン講座「ワード応用編」 ６月～７月 ５回 6人 0人 28人

合　　計 138人 0人 426人

講　座　名 開設期間 回数 受講生 子ども 延べ数

日本酒を学ぶ 11月～12月 ３回 10人 0人 28人
アクアビクス教室 11月 ４回 21人 0人 71人
ロープワーク教室 12月 １回 10人 0人 10人
楽しい英会話 11月～２月 ８回 23人 0人 116人
アクアビクス教室 ５月～６月 ４回 20人 0人 62人
きめこみパッチワーク ７月 ２回 5人 0人 10人
昔話を語ろう ６月～７月 ４回 3人 0人 9人
ゆっくりストレッチ ７月 ４回 18人 0人 58人
もとみや歴史散歩 ６月 １回 15人 0人 15人

講　座　名 開設期間 回数 受講生 子ども 延べ数

[事務事業の活動実績]

　成人教育事業として、中央公民館並びに白沢公民館において各種成人講座を開催し、
生涯学習の興味を深めるとともに、豊かな人間性の醸成と資質・能力の向上を図ること
ができた。

[目 的] 対象：
(何を・誰を)

成人（市民、市内在勤者）
その他

155

      意図：
(事業のねらい、対象
をどう変えるのか)

生涯学習の興味を深めるとともに、豊かな人間性の醸成と資質、能力
の向上を図る。

一般財源
170

担 当 課 　中央公民館

[事業概要] 事業費・財源内訳

生涯学習のきっかけづくりや住民相互のコミュニケーションの場を提供し、趣味の多様
化に伴い新しい内容の講座を設け、ニーズに応える。

決算額 千円
325

財　源

基本目標 　未来を創造し、生きがいにつながる生涯学習への支援

基本施策 　共に学び、一人一人が輝く生涯学習の推進

事 業 名 　成人教育事業
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[課題・改善点]
　市民が生涯学習の興味を深めるとともに、豊かな人間性の醸成と資質・能力の向上を図ることができた
が、募集定数に満たない講座も見られたが、募集方法や広報活動に留意しながら、ニーズの掘り起こしを
行ったことにより、受講生数の増加が見られた。引き続き、趣味の多様化に応じた興味関心のある新たな
講座の開催に努めていきたい。

[自己評価判断理由] 担当課長
　成人教育事業として、各種の講座を開催し、生涯学習を通して地域住民のコミュニ
ケーションの場を提供することができた。また、少ない経費で大きな成果を上げること
ができ、市民に対する成人講座開催の認識も定着しており、新たな受講生の掘り出しが
できた。

自己評価

Ａ [教育長又は教育部長評価]
  市民ニーズが多様化している中、アンケート等により開催講座を企画し、受講者数が
増加した。今後も開催講座の工夫に努め、成人教育事業のさらなる充実に努めてほし
い。

[事業の成果]
　成人教育事業として、各種の講座を開催した中で、講座参加者により継続して活動を行う繋がりができ
るなど、生涯学習を通して地域住民のコミョニケーションの場を提供することができた。
　また、市民のニーズを把握するためのアンケートや他自治体を参考にするなど情報の収集に努め多様な
講座を提供することができた。
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　講座内容について、受講生同士の話し合いで内容を決めたことにより、受講生へのアンケートでは満足
度90％、合わせて受講生のほとんどの方が次年度の受講を希望している。このことから、講座の内容とし
ては、当初の目的である幅広い体験を通して、受講生それぞれが自分を見つめ学習する「自分磨き」の時
間を持つことができたと判断できる。

[自己評価判断理由] 担当課長
　女性教育事業として、働く女性のニーズに応えた学習会が開催され、学習会を通して
学級生の交流を図ると共に、講座生同士の仲間づくりにも大きく寄与した。
　一方、参加者数の微減が続いていることから、より多くの受講生の確保に努めたい。

自己評価

Ｂ [教育長又は教育部長評価]
  受講生の満足度は高いものの、受講生の固定化が見られることから、講座内容の見直
しと充実により、広く成人女性の興味関心を持つような事業展開を工夫されたい。

学　級　名 開　設　期　間 回数 受講生 延べ数

レディースセミナー ６月～１２月 6回 18人 95人

[事務事業の活動実績]

　女性教育事業として、｢レディースセミナー｣の学級を開催し、健康・趣味・教養など
幅広く学習し、楽しく仲間づくりをすることができた。

[目 的] 対象：
(何を・誰を)

成人女性
一般財源

78

      意図：
(事業のねらい、対象
をどう変えるのか)

教養・趣味・健康に関する内容を学習することにより、豊かな人間性
の醸成と資質、能力の向上を図る。

　中央公民館

[事業概要] 事業費・財源内訳

成人女性を対象とし、女性にとって身近な問題に関する内容の講座を開催する。
決算額 千円

78
財　源

[事業の成果]

[課題・改善点]

　成人女性が生涯学習の興味を深めるとともに、豊かな人間性の醸成と資質の向上を図るため、引き続
き、趣味の多様化に対応しながら、成人女性の身近な問題に関する内容や興味関心のある講座の開催に努
めていきたい。
　また、継続参加者が多く、新規受講生が少ないことから、周知方法について工夫したい。

基本目標 　未来を創造し、生きがいにつながる生涯学習への支援

基本施策 　共に学び、一人一人が輝く生涯学習の推進

事 業 名 　女性教育事業

担 当 課
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[事業の成果]
　受講生へのアンケートの結果については例年と同じく、受講の満足度は高く、講座内容に対する評価も
全員が「役にたった」であるため評価は高いものと判断される。講座内容として、健康講話や料理講習、
軽運動、手芸、園芸などを行ったが、次年度へのアンケートを実施した結果を踏まえて、次年度の計画を
策定していることによる成果と考えられる。

[課題・改善点]
　高齢者が生きがいを持ち生き生きと心豊かに過ごし、社会参加と仲間づくりを図るため、引き続き、高
齢化社会に対応した高齢者の身近な問題に関する内容や興味関心のある講座の開催に努めていきたい。受
講生の多くが福寿会に加入している方々であることから、それ以外の方の参加を促す方策を検討する必要
がある。
　また、高齢者の年齢に幅が出てきていることから、講座の内容に配慮する必要がある。

[自己評価判断理由] 担当課長
  高齢者教育事業として、各地区の高齢者の要望に応えた学習会が開催され、学習会を
通して仲間づくり、生きがいづくりなど、楽しく心豊かな時間を提供することができ
た。また、講座生数は安定しており、講座の認識も定着している。

自己評価

Ａ [教育長又は教育部長評価]
  アンケートの実施により高齢者のニーズに即した講座が開催されている。本事業は、
高齢者の生きがいづくりや社会参加の促進などにも寄与しており、今後も工夫を凝らし
ながら継続すべき事業である。

 高木地区長寿大学 ６月～１１月 ８回 39人 205人
 岩根地区長寿大学 ６月～１１月 ８回 24人 173人

 荒井地区長寿大学 ６月～１１月 ６回 42人 210人
 仁井田地区長寿大学 ６月～１１月 ８回 29人 133人

 新生大学 ６月～１２月 ８回 19人 103人
 青田地区長寿大学 ６月～１１月 ５回 37人 99人

学　級　名 開　設　期　間 回数 受講生 延べ数
 本宮ふれあい塾 ６月～１２月 ８回 17人 108人

[事務事業の活動実績]

各地区高齢者を対象とした長寿大学等を開設し、高齢者の身近な問題や教養・趣味等に
関する内容についての講座を開催した。

[目 的] 対象：
(何を・誰を)

６０歳以上の市民
一般財源

138

      意図：
(事業のねらい、対象
をどう変えるのか)

教養・趣味・健康に関する内容の学習をとおして社会参加と仲間づく
りができ、生きがいをもちながら生き生きと心豊かに過ごせるように
する。

担 当 課 　中央公民館

[事業概要] 事業費・財源内訳

各地区高齢者を対象とした長寿大学等を開設し、高齢者の身近な問題や教養・趣味等に
関する内容についての講座を開催する。

決算額 千円
138

財　源

基本目標 　未来を創造し、生きがいにつながる生涯学習への支援

基本施策 　共に学び、一人一人が輝く生涯学習の推進

事 業 名 　高齢者教育事業
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[課題・改善点]
　一流選手の招聘を行うため、参加人数・回数の制約が課題であったが、チーム競技を選択したことから
参加人数についてはクリアできた。
　本年度は、学校のクラブやスポーツ少年団、また、その指導者にも指導方法などを学習する機会の提供
ができたが、開催が1回だけであり、市民ニーズに応じた多くのスポーツ競技への対応及び継続的な事業実
施については改善できなかった。

[自己評価判断理由] 担当課長
　全日本クラスの指導者であり選手権の選手でもあった、専門家による指導により、市
内のバスケット競技選手･指導者の競技力・指導力の向上がはかられた。自己評価

Ａ [教育長又は教育部長評価]
  限られた予算の中で、競技種目の選定には苦慮しているが、参加者からは好評を得て
おり、市民の競技力向上に資することができた。

渡邉拓馬
日本バスケットジュニ
ア・日本代表

100人

[事業の成果]
  多種にわたるスポーツ競技の中で、市民により多くの一流アスリートの指導を提供することを目的に、
バスケットボール教室を開催した。
　チームや選手に共通する基本的な動きを重視した指導を行う中で、普段の練習では行わないようなト
レーニングなども取り入れ、レベルの向上やスポーツ事業の推進に貢献した。

小・中学生 １回

[事務事業の活動実績]

講師・団体等 経歴 人数対象者 回数

[目 的] 対象：
(何を・誰を)

市民（主に小中学校児童生徒）
一般財源

324

      意図：
(事業のねらい、対象
をどう変えるのか)

市民個々の競技能力を高めるとともに、各種競技選手の育成を図る。

担 当 課 　生涯学習センター

[事業概要] 事業費・財源内訳

体育協会との協議に基づき競技力向上を目指す種目について専門家を招き、指導を行
う。渡邉拓馬バスケットボール教室の開催。

決算額 千円
324

財　源

基本目標 　未来を創造し、生きがいにつながる生涯学習への支援

基本施策 　健康で活力ある人生につながる生涯スポーツの推進

事 業 名 　市民競技力向上対策事業
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○活動実績

1 名

2 名

3 名

4 名

6 名

7 名
名

[課題・改善点]
　スポーツ推進委員２０名を委嘱し各種事業の運営協力をいただいているが、委員それぞれ職業を持ち仕
事に折り合いをつけながらの参加であり、活動・参加状況に偏り傾向が見受けられる点については改善で
きなかった。
　委員には、勤務の関係で全ての事業への参加は困難な方もいると思われるが、これからも協力をお願い
し、地域のスポーツ・レクリェーションの普及、振興を図りたい。
　また、スポーツ振興のための研修会や自主事業実施についての検討するなどの改善は図られた。

[自己評価判断理由] 担当課長
　市民体力測定はスポーツ推進委員自らが中心となり実施する事ができ、地域のスポー
ツの普及活動に大きく貢献することができた。また、スポーツ推進委員が自主的に事業
を計画するなど、意識の向上が図られた。

自己評価

Ａ [教育長又は教育部長評価]
  スポーツ推進委員の活動が、主催事業の開催や各種大会への協力など、年々充実して
きている。今後も、地域におけるスポーツ・レクリェーションの振興など、活動範囲の
広がりに期待する。

各種会議等（７回） ５２
合　　計 ９７

[事業の成果]
　市や市教育委員会が主催する大会、自主開催事業（市民体力測定会）など６事業（各種会議等を除く）
に、延べ４５名の委員に大会運営に協力いただいた。
　スポーツ振興についてスポーツ推進委員で検討し、自主事業の実施などを検討した。

福島県ｽﾎﾟｰﾂ推進研究大会 ８
福島県縦断駅伝大会 ７

ロードレース大会 １２
市民体力測定 １１
もとみや駅伝大会 ７

[事務事業の活動実績]

事業名 活動人数【延べ】

[目 的] 対象：
(何を・誰を)

市民、スポーツ推進委員
一般財源

1,087

      意図：
(事業のねらい、対象
をどう変えるのか)

地域の身近な指導者として市民に対し指導助言を行い、個々の技術向
上と体力向上の支援を行うとともに、地域のスポーツ・レクリェー
ションの普及、振興を図っている。

担 当 課 　生涯学習センター

[事業概要] 事業費・財源内訳

市民に対しスポーツの普及と健康づくりの大切さの啓蒙を行うとともに、各種スポーツ
大会運営の協力を行う。（定数２０人以内）

決算額 千円
1,087

財　源

基本目標 　未来を創造し、生きがいにつながる生涯学習への支援

基本施策 　健康で活力ある人生につながる生涯スポーツの推進

事 業 名 　スポーツ推進委員活動事業
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１．市内幼稚園・保育所・小学校のおはなし会の開催にボランティアの協力を得ること
　　で、読書推進活動のより一層の充実を図ることができた。
２．図書館資料購入　　　　２，１８２件

【出張おはなし会開催状況】

　合　　　計 1,643

50
　１月１９日 白沢保育所 75
　１月２５日 白岩幼稚園 48

１２月　５日 岩根幼稚園 98
１２月１５日 五百川幼保総合施設 129

１１月１４日 本宮小学校 76
１１月１７日 第３保育所 20

１０月２６日 もとみや幼児の家 50
１１月　１日 第１保育所 115

１０月　３日 和田小学校 33
１０月１０日 和田幼稚園 32

　９月２７日 岩根小学校 134
　９月２８日 白沢保育所 25

　９月２０日 第３保育所 81
　９月２１日 白岩幼稚園 50

　７月１１日 糠沢小学校 45
　７月１８日 和田幼稚園 28

　６月２１日 糠沢小学校 49
　６月２９日 本宮小学校 57

　６月１５日 五百川小学校 100 移動図書館 3,246
　６月２０日 白岩小学校 53 合　計 17,576

　５月１９日 もとみや幼児の家 35 図書館 9,298
　５月２４日 岩根小学校 130 図書室 5,032

[事務事業の活動実績]

【有効登録者数】
開催日 開催場所 対象者数（人） 施設名 有効登録者数（人）

      意図：
(事業のねらい、対象
をどう変えるのか)

市民が、読書の楽しみや有益性を認知し、生活のあらゆる場面で図書
館の資料が身近に活用できるような環境をつくる。

274 

[目 的] 対象：
(何を・誰を)

市民
一般財源

11,810 

担 当 課 　生涯学習センター（白沢公民館）

[事業概要] 事業費・財源内訳

住民の読書活動・情報活動の拠点として、読書活動の振興・活性化を図るために、図書
館の適切な運営を行い、図書館資料を充実させ、利用者に必要な資料･情報の提供を行
う。また「本宮市子ども読書活動推進計画」を実施するための具体的事業の企画・実施
と広報活動を行う。

決算額 千円
12,084

財　源
その他

基本目標 　未来を創造し、生きがいにつながる生涯学習への支援

基本施策 　「本と友だちになれるまち　もとみや」を目指した活動の推進

事 業 名 　しらさわ夢図書館運営事業

　２月２１日 五百川幼保総合施設 130

　１月１６日 本宮まゆみ小学校
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【利用状況】

【蔵書冊数】　６８，９４６冊

[課題・改善点]
　学校図書館運営・整備に対して、図書館のボランティアの依頼が増加したため、より多くの新しいボラ
ンティアを養成するための講習会を開催しており、継続して育成を図る必要がある。
　学校図書館業務については、平成２８年度から市内小中学校全校を学校司書２名が巡回する体制とな
り、児童・生徒の読書活動の推進に寄与した。

[自己評価判断理由] 担当課長
　学校図書館システムの稼働により、公共図書館から学校図書館への支援体制が整備さ
れ、児童・生徒の読書活動が活性化している。また、市内小中学校全校を学校司書２名
が巡回し、児童生徒への本貸出の援助などを積極的に行ったことにより、登録者数及び
図書の貸出数が前年度より増加した。

自己評価

Ａ [教育長又は教育部長評価]
  学校図書司書の配置により、公立図書館と学校図書館のネットワーク環境が機能的に
運用され、学校における読書活動が充実したものとなっている。図書ボランティア団体
との連携も図られ、就学前からの読書習慣形成にも大きく寄与している。

合計 22,019 74,526 72,075

[事業の成果]
　利用人数は前年度より減少したものの、貸出数及び返却数は前年度より増加した。
　平成２４年度に図書館・学校図書館ネットワーク機器の整備が完了し、図書館と学校の相互貸出や検索
が可能となり、利便性が向上している。また、図書館で養成している読書活動ボランティアとの連携によ
り利用サービスが向上した。

２月 1,639 3,900 3,950
３月 1,871 3,832 11,833

１２月 1,445 7,426 8,738
１月 1,428 4,956 4,416

１０月 1,614 4,022 3,625
１１月 1,944 9,798 8,502

８月 2,621 7,851 7,397
９月 1,702 8,246 8,220

６月 1,947 4,027 3,290
７月 2,816 6,411 6,291

返却数（件）
４月 1,392 3,041 2,878
５月 1,600 11,016 2,935

利用人数（人） 貸出数（件）
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○

糠沢小学校６年 矢作　　晄
和田小学校６年 國分　葵妃
白岩小学校６年 大内　夏月

本宮高等学校２年 橋本　未菜

白沢中学校３年 柴原　もも
白沢中学校３年 飛田　望里

本宮第一中学校２年
本宮第一中学校２年

三條　　大
本宮第二中学校２年 髙橋　希園
本宮第二中学校２年 橋本　悠也

菊地　将太

基本目標 　未来を創造し、生きがいにつながる生涯学習への支援

基本施策 　学校と地域を結ぶ社会教育活動の充実

事 業 名 　青少年健全育成推進大会事業

担 当 課 　生涯学習センター

[事業概要] 事業費・財源内訳

地区青少年育成推進協議会や関係機関等からの協力を得て、各小中学校代表による｢少
年の主張｣の発表と記念講演等を開催する。

決算額 千円
58

財　源

[目 的] 対象：
(何を・誰を)

青少年、青少年を取り巻く全ての人
一般財源

58

      意図：
(事業のねらい、対象
をどう変えるのか)

青少年問題のもつ重要性を踏まえ、広く市民や青少年と関わりのある
人の理解と協力を得て、次代を担う青少年の健全な育成を図る。

[事務事業の活動実績]

○ 第10回本宮市青少年健全育成推進大会
　（１）開催日時：平成２９年１１月２６日(日)
　（２）会　　場：サンライズもとみや
　（３）内　　容：○「少年の主張」作品発表（１４名）

発表者 小学校の部

五百川小学校６年 野田　龍成
本宮まゆみ小学校６年 佐藤　圭悟
本宮小学校６年 松井　玲乃

大会宣言 本宮市教育委員会教育長　原瀬　久美子

　次世代を担う青少年の健全な育成を図るため、市内の小中学校・高校の理解と協力を得て、｢本宮市青少
年健全育成推進大会｣を開催している。発表者の関係者以外の参加が多く、より多くの小中学生や市民の参
加を呼びかけ、市民一体となって活動に取り組む姿勢を形成する必要性については、引き続き改善策を検
討していきたい。

[自己評価判断理由] 担当課長

岩根小学校６年 茅場　凌那

中学校の部

高校生の部

　（４）参 加 者：３００名

[事業の成果]

　少年の主張・大会宣言など、青少年健全育成推進大会の開催を通して、青少年健全育
成の活動に対する市民の理解を深めるとともに、青少年の健全な育成が図られた。自己評価

Ａ [教育長又は教育部長評価]
  青少年健全育成推進大会の開催により、本事業の重要性が市民に浸透してきている。
少年の主張における発表内容も充実しており、市民総ぐるみ運動につながるものであ
る。

  次世代の主役となる子どもたちが、心豊かにたくましく成長できるよう、｢本宮市青少年健全育成推進大
会｣の開催を通して、青少年健全育成の活動に対する市民の理解を深めるとともに、家庭・学校・地域社会
及び行政が一体となった市民総ぐるみ運動の実践として青少年の健全育成を図ることができた。
　また、国際交流についての発表が多く、多文化共生による健全育成の有用性が確認できた。

[課題・改善点]
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１．本宮市遊友クラブ運営委員会の設置
○ 運営委員会の開催　　　（２回開催 ・ 委員１６名）
○ コーディネーターの配置（本宮地区３名・白沢地区１名）
○ １クラブ当り係員の配置（活動指導員２～３名・安全管理員２～３名）

３．参加状況

　各遊友クラブでは、地域の方々と触れ合う機会を大切にしながら、地域の特性を活かした様々なプログ
ラムにより活動しており、放課後の子どもたちの安心安全な居場所として、参加している子どもや保護
者、または地域の方々から好評を得ている。
　また、事業として地域に浸透し、地区の安全管理員･活動支援員等のボランティア協力員も増加してい
る。

基本目標 　未来を創造し、生きがいにつながる生涯学習への支援

基本施策 　学校と地域を結ぶ社会教育活動の充実

事 業 名 　放課後子ども教室推進事業

７９８ １４５

ぬかざわ遊友クラブ ２９ １,３５４ １８０
わだ遊友クラブ ３２

ごひゃくがわ遊友クラブ ３２ ９６５ １６４
いわね遊友クラブ ３２

担 当 課 　生涯学習センター

[事業概要] 事業費・財源内訳

放課後に社会教育施設等を活用し、年間計画による一斉活動や子どもたちの要求に合わ
せた自由遊びの時間なども確保しながら活動指導員や安全管理員を配置し、子どもたち
にスポーツ・文化活動などの体験活動を実施する。

決算額 千円

3,295

財　源

[目 的] 対象：
(何を・誰を)

小学校児童
県支出金

3,295

      意図：
(事業のねらい、対象
をどう変えるのか)

放課後等の子どもたちの安全で健やかな活動場所の確保を図るとと
もに、地域の人々と触れ合うことにより、考える力や社会のルール
が身につくなど健全な育成が図れる。

[事務事業の活動実績]

　放課後の子どもたちの安全で健やかな活動場所の確保を図るとともに、地域の人々と
触れ合うことにより、考える力や社会のルールが身に就くなど健全な育成が図られた。

合　　計 ２１１ ７,４７６ １,１４８

７５７ １９０

８６１ １６１
しらいわ遊友クラブ ２７

もとみや遊友クラブ ２９ １,６５０ １６０
まゆみ遊友クラブ ３０ １,０９１ １４８

合　　　　　　　計 ３１４ １０７

クラブ名

２．実施状況（７ヶ所）
クラブ名 対象校 実施場所 曜日 児童数(名) 係員登録(名)

実施回数 参加児童（延べ数） 参加係員（延べ数）

しらいわ遊友クラブ 白岩小学校 白岩コミュニティーセンター 月 ４２

まゆみ遊友クラブ 本宮まゆみ小学校 本宮まゆみ小学校

１６
わだ遊友クラブ 和田小学校 和田分館 水 ３６ １２

岩根地区公民館 水 ３０
ぬかざわ遊友クラブ

もとみや遊友クラブ 本宮小学校 本宮小学校 金 ６９

いわね遊友クラブ
水 ４０ １８

１９

糠沢小学校 糠沢分館 木 ５５ １４
岩根小学校

木 ４２ １８

[事業の成果]

[課題・改善点]

１０
ごひゃくがわ遊友クラブ 五百川小学校 五百川小学校

　児童の減少傾向にともない、登録児童数も微減となっている。活動指導員や安全管理員の確保が事業継
続・深化に重要となっているため、引き続き係員の募集と確保、人材の育成に努めていきたい。
　また、各小学校での行事が多いことから年間32回を実施できない地区が多かったが、今後さらに授業数
の増加による実施回数の減少が懸念される。
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[自己評価判断理由] 担当課長
　保護者及び地域の方々の理解をいただき放課後の安全安心な居場所として定着してい
る。参加率は平成28年度が77.9％、平成29年度では79.7％と上昇しており、活動内容が
充実してきたと考えられる。継続して事業を進めていきたい。

自己評価

Ａ [教育長又は教育部長評価]
  放課後の児童の安全で安心な居場所づくり事業として定着している。各クラブで工夫
を凝らしたプログラムが地域とのつながりの中で展開されていることを評価する。
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Ⅲ

5

1

○各種事業

（２）みんなの作品展（主催事業）

（３）芸術鑑賞教室公演委託事業（主催事業）
幼児から小学生まで成長段階にあわせた芸術鑑賞教室を開催し、舞台の楽しさを
体験することができた。

会 場 しらさわカルチャーセンター
事 業 費 518,400円

内 容 小学校芸術鑑賞教室公演「子象物語　トンキーよ永遠に」
開 催 期 日 平成２９年９月７日（木）①10時20分～　②13時30分～
参 加 者 ４１２人

参 加 者 ５９８人
会 場 保育所、幼稚園８カ所
事 業 費 432,000円

会 場 中央公民館　展示ホール、第2研修室、第3研修室

内 容 幼保芸術鑑賞教室公演「王子様の耳はロバの耳　劇団なるにあ」
開 催 期 日 平成２９年１２月１１日（月）～１２月１４日（木）

内 容 趣味や講座等で制作した作品の展示
開 催 期 日 平成２９年１２月１日（金）～１２月７日（木） ７日間
出 品 内 容 出展者/市民・市内勤務者104人 作品数199点 来場者352人

会 場 サンライズもとみや　大ホール
補 助 事 業 者 市民のための芸術鑑賞実行委員会
事 業 費 2,204,812円

内 容 「和泉元彌の狂言らいぶ」
開 催 期 日 平成２９年１２月１６日（土）①14時～　②18時～
来 場 者 ①４５６人　②３６３人

一般財源

[事務事業の活動実績] 1,487

（１）文化・スポーツ振興基金事業（市民のための芸術鑑賞実行委員会補助金）

[目 的] 対象：
(何を・誰を)

市内小・中学校の児童生徒、一般市民
財　源
国庫支出金

      意図：
(事業のねらい、対象
をどう変えるのか)

優れた芸術や映画の鑑賞などを通して、知識や教養を深め、情操豊か
な市民を育成するとともに、市民の生涯学習を推進する。

1,000 
その他

1,127 

担 当 課 　生涯学習センター

[事業概要] 事業費・財源内訳

文化への興味と参加意識を向上させるため、優れた舞台芸術や映画の鑑賞を提供する。
また、スポーツの実技指導の機会を市民に提供する。

決算額 千円
3,614

基本目標 　未来を創造し、生きがいにつながる生涯学習への支援

基本施策 　文化や芸術に親しみ活動する機会の充実

事 業 名 　文化芸術行事開催事業
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（４）文化活動支援事業補助金

（５）本宮市民俗芸能大会実行委員会補助金

（６）もとみやかるた大会補助金

[課題・改善点]
　今年度の文化芸術行事については、各事業とも予定の参加者を得ており、一定の成果を上げることがで
きたといえる。今後も各事業について、実施後のアンケート調査をもとに実行委員会等との協議を経て、
事業内容に工夫を加え、市民の積極的参加を促していきたい。

[自己評価判断理由] 担当課長
　多種多様な事業を行っている中で、観覧者に満足を与える事業を実施することができ
た。文化・スポーツ振興基金事業では、毎年多様な分野の企画がされており、市民の満
足度は高いと思われる。

自己評価

Ａ [教育長又は教育部長評価]
　限られた予算の中で、市民の感性を刺激する事業がそれぞれに成功裏に展開できたも
のと評価する。

補 助 事 業 者 本宮むかしむかしの会
補 助 金 額 200,000円

[事業の成果]
　子どもから大人そして親子を対象に、優れた舞台芸術を鑑賞する機会を提供し、市民の文化芸術活動に
対する意識向上が図られた。なお、アンケートの結果についても高い満足度の回答があった。
　平成２５年度から始まった「もとみやかるた大会」も継続され、新たな分野の開拓がなされ市民の文化
活動に触れる機会の拡大が図られた。さらに「カナリヤ映画祭」も定着してきており、市民の多様な文化
的ニーズにも対応することができた。

開 催 期 日 平成２９年９月３０日（土）
出 場 者 １２３人（来場者３２７人）
会 場 サンライズもとみや

補 助 事 業 者 本宮市民俗芸能大会実行委員会
補 助 金 額 1,000,000円

内 容 第５回もとみやかるた大会

開 催 期 日 平成２９年１２月３日（日）
来 場 者 ６００人
会 場 しらさわカルチャーセンター

補 助 事 業 者 本宮の映画文化を継承する会
事 業 費 100,000円

内 容 本宮市民俗芸能大会

開 催 期 日 平成２９年９月１６日（土）～１７日（日）
参 加 者 ４００人
会 場 サンライズもとみや

補 助 事 業 者 市民のための芸術鑑賞実行委員会
補 助 金 額 946,812円

内 容 ２０１７年第５回カナリア映画祭

開 催 期 日 平成２９年１２月１６日（土）
来 場 者 ８１９人
会 場 サンライズもとみや

内 容 和泉元彌の狂言らいぶ

-60-



Ⅲ

6

1

申供養塔群修繕工事
 

シラカシ　トウカエデ　各１本
樹木伐採費用

・塩ノ崎の大ザクラ
　 　　柵・ロープ新調設置業務委託
　

・関畑遺跡試掘調査（集合住宅建設計画による事前の試掘調査）
 　　試掘調査機械借り上げ料

基本目標 　未来を創造し、生きがいにつながる生涯学習への支援

基本施策 　本宮市の歴史と文化の継承と発信

事 業 名 　文化財・史跡保存事業

担 当 課 　生涯学習センター

[事業概要] 事業費・財源内訳

文化財保護法、本宮市文化財保護条例などに基づき、歴史的価値の高い文化財について
の管理、調査、指定、公開、愛護思想の普及啓発、保存修理を行う。

決算額 千円
1,290

財　源

[目 的] 対象：
(何を・誰を)

国・県・市指定文化財、天然記念物
その他

3 

      意図：
(事業のねらい、対象
をどう変えるのか)

貴重な指定文化財・史跡を適切に管理保存し、後世に伝え遺す。
一般財源

1,287 

[事務事業の活動実績]

　文化財保護法、本宮市文化財保護条例などに基づき、歴史的価値の高い文化財につい
ての管理、調査、公開、愛護思想の普及啓発、保存修理のための事業を行った。

○文化財看板設置及び修繕
指定文化財案内板及び史跡・名勝などの説明板修繕（３箇所） 48,600円
　　・「伊藤長左衛門」　・｢功士壇｣　・｢人取橋合戦｣

464,400円
 

○指定文化財の修繕

〇指定天然記念物樹勢回復事業

140,400円

〇埋蔵文化財保存事業

 

[事業の成果]

○指定文化財「太郎丸供養塔」敷地内樹木伐採

162,000円

356,400円

[課題・改善点]
　文化財は民俗文化財から埋蔵文化財、天然記念物と広範囲にわたり、説明板の経年劣化や天然記念物の
老化による衰えなどが多く見られるようになってきている。特に、樹木などは、樹勢の衰えの進行が早く
定期的な観察と早期治療が必要であり、今後も継続していくことが求められる。。
　また、幅広い専門知識と経験が求められることからも、若い次世代の後継者の育成が必要と考えられ
る。

　市内の文化財を巡視し、文化財の状態を確認すると共に適切な修繕を実施し、貴重な文化財を後世に伝
承していく事業を実施した。
　文化財看板の修繕3箇所、供養塔・天然記念物の修繕3箇所、試掘調査3箇所を実施した。
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　歴史的価値の高い文化財を後世に残していくために、修復や管理保存を実施すること
ができた。また、天然記念物の樹勢回復も定期的に実施し樹勢回復に努めることができ
た。

自己評価

Ａ [教育長又は教育部長評価]
　指定文化財等の保存について、計画的に進めることができている。また、埋蔵文化財
の保存についても、開発事業者に対し適切な指導が行われている。

[自己評価判断理由] 担当課長
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Ⅳ

1

1

●第３保育所施設
　耐震化推進計画に基づき、本宮第一中学校旧体育館等の解体工事を実施した。
第３保育所建設に係る工事実施設計業務を委託した。

取組内容
［本宮第一中学校旧体育館等解体工事］　28繰越明許事業（H29.1.24～H29.6.6）
　　老朽化が著しい旧体育館及び屋外プール等を解体し、学校施設の安全と適正化
　を図るが、約４ヶ月の工期を要するため、繰越明許を行い解体工事を行った。
　・旧体育館　　鉄骨造２階　延床面積1,039㎡
　・プール　　　アルミ製プール　　　  922㎡（プールサイドを含む）
　・その他　　　管理棟解体　延床面積60㎡、倉庫解体　延床面積14.9㎡
　　　　　　　　フェンス設置、跡地盛土整地外

［第３保育所建設工事実施設計業務委託］（期間 H29.11.30～H30.10.12）
　構造規模：鉄骨造　地上１階建て　延床面積　1,000㎡
　地質調査ボーリング業務　30.0ｍ

[事業の成果]
　学校施設等耐震化推進計画に基づき、本宮第一中学校旧体育館等の解体工事を実施し、小中学校の耐震
化工事は完了した。
　今後は耐震化を計画している第３保育所及び第２保育所のうち、今年度は第３保育所について建設場所
を、本宮第一中学校グラウンドの南側に決定し、建設工事実施設計業務委託を発注をした。

[課題・改善点]
　小中学校の耐震化事業が完了したため、今年度より第３保育所及び第２保育所耐震化事業を進めて行
く。

[自己評価判断理由] 担当課長
自己評価 　計画的に学校施設等の耐震化を計画通り進めており、今後も計画通り事業を進め、児

童・生徒が安心して過ごせる教育環境の改善が図られた。

Ａ [教育長又は教育部長評価]
　学校施設等耐震化推進計画に基づき、耐震改修工事が予定通りに進められており、児
童生徒の安全確保と教育環境の向上が図られている。

[事務事業の活動実績]

[目 的] 対象：
(何を・誰を)

本宮第一中学校、第３保育所
その他

25,978

      意図：
(事業のねらい、対象
をどう変えるのか)

地震で倒壊しない、児童・幼児が安心して過ごせる施設にする。

担 当 課 　教育総務課

[事業概要] 事業費・財源内訳

市内の学校施設で昭和５６年以前に建築された２階建て以上もしくは１棟の面積が200㎡
以上のすべての施設について、耐震診断を行い、その結果に基づき耐震化工事を行う。

決算額 千円
25,978

財　源

基本目標 　安全で安心して学べる教育環境の確保

基本施策 　安全な教育施設の整備

事 業 名 　学校施設等耐震化推進事業
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・１０Ｂｑ／ｋｇを超えた食材数　　・・・　　なし

基本目標 　安全で安心して学べる教育環境の確保

基本施策 　安全・安心な教育環境の確保

事 業 名 　学校給食放射性物質検査事業

担 当 課 　幼保学校課

[事業概要] 事業費・財源内訳

給食の食材検査を実施する。
決算額 千円

9,995
財　源

[目 的] 対象：
(何を・誰を)

学校給食
一般財源

9,995

      意図：
(事業のねらい、対象
をどう変えるのか)

安全安心に提供する。

[事務事業の活動実績]

・セシウム１３４とセシウム１３７の合算値が１０Ｂｑ／ｋｇ未満を独自基準値とし
て毎食測定を実施する。
　（※国の一般食品中の放射性物質の規制値は１００Ｂｑ／ｋｇ）

[事業の成果]
　各施設で実施している学校給食の測定について、食材毎、１食丸ごと、１食分検査を行い市独自基準で
ある１０ベクレル未満であることを確認し、安全安心な給食提供を行った。

[課題・改善点]
　各施設にて検査を行っており、集約して検査をすることが可能か検討したが、検査結果に要する時間や
検体の輸送の課題により引き続き施設ごとに実施した。今後、市放射線アドバイザーの意見を参考にしな
がら検査の必要性を含め、検査全体の見直しの検討を進める時期にきている。

[自己評価判断理由] 担当課長
　食材ごと、１食丸ごとの放射性物質検査を毎食実施し、市の独自基準を超えることな
く安全安心な給食を提供することができている。また、市のホームページに公表するこ
とで、保護者の安心感につながっている。自己評価

Ａ [教育長又は教育部長評価]
  独自基準による放射性物質検査を継続的に実施し、児童生徒と保護者の安全・安心を
確保できたと評価する。
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１．教育委員会の構成　５名（教育長、教育委員４名）

２．教育委員会開催状況（開催日、議案等の内容）

３．学校訪問実施状況

 岩根小学校、岩根幼稚園
 本宮小学校
 本宮第二中学校
 第１保育所、本宮まゆみ小学校
 白沢保育所、白沢中学校
 糠沢幼稚園、糠沢小学校
 白岩小学校、白岩幼稚園
 五百川小学校、五百川幼保総合施設、第２保育所

４．視察研修の実施

事 業 名 　教育委員会運営事業

担 当 課 　教育総務課

[事業概要] 事業費・財源内訳

地方教育行政の組織及び運営に関する法律に基づき設置された教育委員会を運営し、教
育行政を合議し執行する。

決算額 千円
2,161

財　源

[目 的] 対象：
(何を・誰を)

市民、教育行政
一般財源

2,161

      意図：
(事業のねらい、対象
をどう変えるのか)

　教育委員会の会議を開催し、教育に関する様々な施策を検討、決定
することで本市教育行政の充実と向上を図る。

[事務事業の活動実績]

会議名 期　　日
出　席 議　案　等　の　内　容
者　数 人　事 施　策 条例規則予算決算 その他 合　計

定例会 29. 4.26 5 4 2 5 8 19
定例会 29. 5.15 5 1 1 7 9
定例会 29. 6.27 5 1 3 14 18

定例会 29. 7.28 5 1 1 2 4 8
定例会 29. 8.18 5 1 2 10 13
定例会 29. 9.22 5 6 6
定例会 29.10.25 5  2 10 12
定例会 29.11.22 5  1 1 2 4
定例会 29.12.18 5  2 5 7
定例会 30. 1.24 5  2 5 7
定例会 30. 2.23 5 2 3
臨時会 30. 3. 5 3 1

2 5 8

7 12

8 9 18

1
定例会 30. 3.27 5 1

7 83 125

　小中学校、幼稚園、保育所全施設を訪問し、学校経営及び教育活動概要、学校課
題等の現状把握と要望の聞き取りを行い、教育活動の支援に努めた。

期　日 出席者数 訪　　問　　先

合計 １４回

29. 6. 7 4  和田小学校、和田幼稚園
29. 6.15 3
29. 6.19 5
29. 9. 1 4
29. 9.25 5
29.10. 5 5
29.10.10 5
29.11.14 5
29.11.15 5
29.11.21 5  第３保育所、本宮第一中学校

　東北六県市町村教育委員会連合会教育委員・教育長研修会に参加し、他市町村教
育委員等との交流及び情報交換を行った。

研修月日：平成29年7月13日（木）～14日（金）
研修会名：平成29年度東北六県市町村教育委員会連合会教育委員・教育長研修会
研修会場：秋田県秋田市「秋田キャッスルホテル」

1臨時会 29. 7.25 5 1
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　教育行政の中立性と安定性の確保、指導行政の重視、教育行政と一般行政の調和、生涯
学習など教育行政の一体的推進により、「つながる共育のまち もとみや」の実現に向けた
委員会活動が行われた。

[事業の成果]
　教育委員会定例会等の会議、保育所・幼稚園・小中学校への訪問事業、各種研修会への参加など、教育
事情の把握や改善に努めた。また、教育委員会の会議公開及び会議録を市ホームページへ公開することに
より、教育委員会の透明化を図った。
　特に学校等訪問においては、教職員との分科会形式による懇談会を実施するなど、現場の声を聞き取
り、教育活動の支援及び教育環境の整備に努めた。
　「総合教育会議」では、総合計画と教育大綱（教育振興基本計画）とのすり合わせや、コミュニティー
スクール（学校運営協議会制度）の導入などについての協議・調整を行った。

[課題・改善点]
　教育委員会の透明化を図るため、教育委員会の会議録を市のホームページへ公開しているが、スムーズ
な公開に努めていきたい。
　また、総合教育会議において、引き続き市長と教育課題等について、協議・調整を行っていくことが必
要である。

[自己評価判断理由] 担当課長
　教育委員会の円滑な運営と会議録をホームページへ公開し、透明化が図られ、総合教
育会議の開催により、教育行政における諸課題に適切に取り組むことができた。
　また、教育行政の充実と向上を図るため、市内小中学校・幼稚園・保育所の学校訪問
を実施した。

自己評価

Ａ
[教育長又は教育部長評価]
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